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第
３
回
「
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ

ー
ド
」
が
11
日
、
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
を
会
場
に
開

催
さ
れ
た
。
81
丁
目
か
ら
67
丁

目
ま
で
当
日
は
日
系
団
体
や
県

人
会
、
同
好
サ
ー
ク
ル
、
ス
ポ

ー
ツ
団
体
な
ど
99
ユ
ニ
ッ
ト
、

２
５
０
０
人
が
パ
レ
ー
ド
に
参

加
し
、
５
万
人
が
楽
し
ん
だ
。

　

今
年
の
パ
レ
ー
ド
の
グ
ラ
ン

ド
マ
ー
シ
ャ
ル
を
務
め
た
元
車

い
す
テ
ニ
ス
選
手
の
国
枝
慎
吾

氏
が
沿
道
の
市
民
に
手
を
振

り
、
シ
ョ
ー
グ
ン
の
衣
装
に
身

を
包
ん
だ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領

事
の
森
美
樹
夫
大
使
が
オ
ー
プ

ン
カ
ー
か
ら
市
民
の
声
援
に
応

え
た
。

　

今
年
は
日
本
か
ら
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
、『
舞
台

「
鬼
滅
の
刃
」』
の
キ
ャ
ス
ト
が

午
後
２
時
半
過
ぎ
に
メ
イ
ン
ス

タ
ン
ド
前
に
到
着
す
る
と
日
米

市
民
、
子
供
も
大
人
も
写
真
を

撮
影
し
な
が
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
に
見
入
っ
て
大
喝
采
と
な
っ

た
。
当
日
は
、
舞
台
版
の
キ
ャ

ス
ト
か
ら
竈
門
炭
治
郎(

阪
本

奨
悟)

、
嘴
平
伊
之
助(

佐
藤

祐
吾)

、
煉
獄
杏
寿
郎 (

矢
崎

広)

、
胡
蝶
し
の
ぶ(

門
山
葉

子)

が
演
技
し
た
。
Ｎ
Ｙ
披
露

初
と
な
る
本
人
た
ち
も
「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
熱
気
を
肌
で
感
じ

た
」
と
感
想
を
語
っ
た
。

（
参
加
団
体
名
６
面
、
関
連
記

事
20
面
に
掲
載
）

セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト

ジャパンパレード
NY観客５万人!     99団体2500人行進

鬼
滅
の
刃
参
上

大
使
は
シ
ョ
ー
グ
ン

国
枝
さ
ん
Ｎ
Ｙ
に
笑
顔

https://neuroacuny.com/
http://www.easeny.com/
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障がいのある人もない人も
一緒に試合ができる ユニバーサル野球

初
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
開
催
で
子
供
た
ち
が
熱
狂

堀
江
車
輌
電
装

　

東
京
千
代
田
区
に
本
社
が
あ

り
私
鉄
各
社
の
鉄
道
車
両
整
備

と
点
検
を
行
う
堀
江
車
輌
電
装

株
式
会
社
（
堀
江
泰
社
長
）
が
、

同
社
が
取
り
組
む
障
が
い
者
支

援
事
業
の
一
環
で
、4
月
21
日
、

ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
ウ
ェ

ス
ト
ハ
リ
ソ
ン
に
あ
る
リ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
障

が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
平

等
に
参
加
す
る
こ
と
の
で
き
る

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
野
球
」
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
た
。

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
野
球
」
と

は
、
堀
江
車
輌
電
装
が
独
自
に

開
発
し
た
巨
大
野
球
ゲ
ー
ム
盤

で
、
同
社
未
来
創
造
事
業
部
の

中
村
哲
郎
さ
ん
が
２
０
１
９
年

に
発
明
し
た
も
の
。
ス
タ
ジ
ア

ム
は
一
般
的
な
野
球
場
の
約
20

分
の
1
の
大
き
さ
で
、
直
径
10

㎝
ほ
ど
の
ボ
ー
ル
を
使
用
し
、

バ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
紐
を
引
く

だ
け
で
回
転
台
上
で
ま
わ
る
ボ

ー
ル
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
。

車
い
す
を
使
用
し
た
り
身
体
に

障
が
い
を
持
つ
児
童
で
も
誰
で

も
野
球
を
プ
レ
ー
す
る
願
い
が

か
な
え
ら
れ
る
。
現
在
、
教
育

機
関
や
各
種
施
設
で
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
活
用

さ
れ
、「
人
か
ら
応
援
さ
れ
る

喜
び
」
と
「
人
を
応
援
す
る
大

切
さ
」
を
学
ぶ
学
校
授
業
と
し

て
日
本
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。

　

２
０
２
０
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
地
区
に
あ
る
障
が
い
を
持
つ

子
ど
も
と
そ
の
家
族
が
集
ま
り

楽
し
く
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

「
ア
ッ
プ
ル
タ
イ
ム
」
と
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
通
じ
て
の
交
流

が
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

初
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
開
催
が
実

現
し
た
。
海
外
で
開
催
は
今
回

が
初
め
て
。

　

当
日
は
、
ア
ッ
プ
ル
タ
イ
ム

の
会
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
総

勢
70
人
以
上
が
参
加
。
開
会
式

に
は
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
Ｍ
Ｌ

Ｂ
元
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
松
井
秀
喜

さ
ん
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
登
場
。

松
井
さ
ん
は
「
こ
う
い
う
野
球

も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
皆
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
。
ぜ
ひ
ア
メ

リ
カ
で
も
広
げ
て
行
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、
子
供
た
ち
と
一

緒
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
操
作
を
し

た
り
参
加
者
全
員
と
ハ
イ
タ
ッ

チ
を
し
た
り
し
て
激
励
し
た
。

　

試
合
形
式
で
行
な
わ
れ
た
競

技
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
供

も
な
い
子
供
も
分
け
隔
て
な
く

全
員
が
代
わ
る
代
わ
る
バ
ッ
テ

ィ
ン
グ
を
行
い
、
友
達
が
打
席

に
立
つ
と
皆
が
大
き
な
声
で
応

援
し
合
っ
た
。
チ
ャ
ン
ス
に
ホ

ー
ム
ラ
ン
が
出
る
と
観
衆
か
ら

「
お
ー
！
」「
や
っ
た
ー
！
」
な

ど
の
大
歓
声
が
上
が
り
会
場
全

体
に
響
き
渡
っ
た
。
参
加
し
た

木
村
輝
君
（
14
歳
）
は
「
バ
ッ

ト
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
か
っ

た
け
ど
楽
し
か
っ
た
。
ル
ー
ル

も
分
か
り
や
す
か
っ
た
し
、
み

ん
な
と
一
緒
に
な
っ
て
応
援
し

た
こ
と
も
良
か
っ
た
」
と
感
想

を
述
べ
た
。
ま
た
、
障
が
い
児

堀江泰社長のコメント
　本業の車両メンテナンスも障が
い者支援事業も、会社の理念であ
る「柔軟な発想と行動力で広く深く
社会に貢献する」という観点では
同じ意味合いを持つ。共生社会の
実現へ向け、何事も自分たち自身
から楽しんで取り組んで行きたい。
今後もアメリカでユニバーサル野
球を開催したいという声があれば、
国境を越えて支援して行きたい。

堀江車輌電装株式会社 
https://horie-sharyo.co.jp/ 
ユニバーサル野球ホームページ 
https://universalbaseball.world/

の
保
護
者
で
あ
る
フ
ー
パ
―
聖

子
さ
ん
は
「
子
ど
も
は
こ
の
日

が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
。
実
際
に
参
加
し
、
会
場
の

盛
り
上
が
り
と
一
体
感
が
想
像

以
上
で
し
た
。」
と
参
加
し
た

喜
び
を
語
っ
た
。

　

ア
ッ
プ
ル
タ
イ
ム
代
表
の
頼

廣
陽
子
さ
ん
は
「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
野
球
を
実
体
験
し
た
子
供
た

ち
の
達
成
感
は
と
て
も
大
き

い
。
こ
の
成
功
体
験
で
自
信
が

つ
い
て
、
今
後
の
子
供
た
ち
の

成
長
の
大
き
な
力
に
な
っ
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
話

し
、
遠
く
日
本
か
ら
海
を
渡
っ

て
支
援
に
や
っ
て
き
た
堀
江
車

輌
電
装
に
対
し
感
謝
の
意
を

表
し
た
。
そ
し
て
、「
ま
ず
は

１
８
７
２
年
に
野
球
を
日
本
に

伝
え
て
く
れ
た
ア
メ
リ
カ
に
感

謝
し
た
い
。
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
の

聖
地
で
開
催
で
き
て
感
無
量
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
世
界
の
多
く

の
人
々
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
語
り
今
後
の
抱
負
を
語

っ
た
。

　

堀
江
車
輌
電
装
は
今
後
も
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
野
球
の
国
際
的
な

普
及
の
た
め
、
開
発
と
新
た
な

事
業
展
開
を
継
続
し
て
行
く
方

針
だ
。

子
供
た
ち
に
操
作
を
教
え
る
開
発
者
の
中
村
さ
ん

元
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
松
井
秀
喜

さ
ん
が
子
供
た
ち
を
激
励

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
開
催
の
た
め

に
開
発
さ
れ
た
６
号
機

https://shopnyseikatsu.com/
https://horie-sharyo.co.jp/
https://universalbaseball.world/


（3）　　 ［総　合］ 2024年（令和 6年）5月 18日（土）
　

今
朝
も
空
は
真
っ
青
で
、
ハ

ド
ソ
ン
川
の
川
面
に
は
太
陽
の

光
が
反
射
し
、
輝
い
て
い
る
。

ヨ
ッ
ト
が
ゆ
っ
た
り
と
行
き
来

す
る
。

　

こ
ん
な
気
持
ち
の
よ
い
日

に
、
部
屋
で
執
筆
？ 

神
様
が

く
れ
た
最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

は
な
い
か
。

　

そ
う
だ
、
フ
ェ
リ
ー
に
乗
ろ

う
。

　

ガ
バ
ナ
ー
ズ
島
に
行
か
な
い

か
と
友
人
夫
婦
に
誘
わ
れ
た

が
、
仕
事
が
あ
る
と
断
っ
た
。

確
か
、
十
時
発
の
フ
ェ
リ
ー
に

乗
る
と
言
っ
て
い
た
。
運
が
よ

け
れ
ば
、
会
え
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

ガ
バ
ナ
ー
ズ
島
は
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
島
南
端
の
サ
ウ
ス
フ
ェ

リ
ー
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
五
分
ほ

ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
が
オ
ラ
ン
ダ
領
か
ら
イ

ギ
リ
ス
領
に
な
り
、
ガ
バ
ナ
ー

ズ
島(

英
国
植
民
地
の
総
督
の

島)

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
独
立
戦
争
以
降
は
、
砦
や

基
地
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た

が
、
今
は
夏
の
間
、
教
育
や
遊

び
の
場
と
し
て
市
民
に
開
放
さ

れ
て
い
る
。 

　

急
い
で
ア
パ
ー
ト
を
飛
び
出

し
、
走
っ
た
。
フ
ェ
リ
ー
乗
り

場
は
、
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
セ
ン
タ
ー
と
は
反
対
側

の
方
角
に
あ
る
。

　

近
く
の
カ
フ
ェ
で
は
、
外
の

テ
ー
ブ
ル
に
す
わ
っ
て
、
三
十

代
ほ
ど
の
女
性
が
ひ
と
り
、
コ

ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
新
聞
を

読
ん
で
い
た
。す
み
ま
せ
ん
が
、

と
声
を
か
け
、
サ
ウ
ス
フ
ェ
リ

ー
は
こ
こ
か
ら
歩
け
る
距
離
か

し
ら
、
と
尋
ね
た
。

　

十
分
く
ら
い
よ
。
で
も
、
今

日
は
天
気
が
い
い
か
ら
、
ち
ょ

っ
と
時
間
は
か
か
る
け
ど
、
も

っ
と
景
色
の
い
い
道
順
は
ど

う
？

 　
女
性
が
聞
き
返
す
。

　 It’s a nice walk.
 　

歩
い
た
ら
、
気
持
ち
い
い

わ
よ
。

　

い
え
、
早
く
行
け
る
道
順
を

教
え
て
。
遅
れ
そ
う
な
の
。

　

あ
ら
。
じ
ゃ
あ
、
最
短
距
離

が
い
い
の
？

　

そ
う
言
っ
て
、
女
性
が
笑
っ

た
。

　

そ
う
い
え
ば
昨
日
も
、
見
知

あ
の
日
の
散
歩
道

エッセイ連載 48

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

ら
ぬ
人
に
道
を
尋
ね
る
と
、
同

じ
こ
と
を
言
わ
れ
た
。

　

ず
い
ぶ
ん
急
い
で
い
る
み
た

い
だ
ね
。
ち
ょ
っ
と
遠
回
り
で

よ
け
れ
ば
、
気
持
ち
の
い
い
行

き
方
が
あ
る
よ
。
こ
ん
な
に
、

す
が
す
が
し
い
日
な
ん
だ
か

ら
。

　 It’s a nice walk.
 　

歩
い
た
ら
、
気
持
ち
い
い

よ
。

　

そ
う
言
わ
れ
て
、
こ
れ
か
ら

は
も
う
少
し
ゆ
と
り
を
持
っ

て
、
早
め
に
家
を
出
よ
う
と
思

っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
歩
く
道
。
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
、
散
策
で
き
る

ほ
う
が
、
何
倍
も
楽
し
い
で
は

な
い
か
。

　

や
っ
ぱ
り
、
気
が
変
わ
っ
た

わ
。
景
色
の
い
い
道
順
を
教
え

て
。

　

私
が
そ
う
言
う
と
、
女
性
は

笑
っ
た
。

 　There you go.
 　

そ
う
で
な
く
っ
ち
ゃ
。

　

十
時
の
フ
ェ
リ
ー
に
乗
り
遅

れ
た
ら
、
次
に
来
た
の
に
、
乗

れ
ば
い
い
。

　

右
手
に
ハ
ド
ソ
ン
川
を
眺
め

な
が
ら
、
川
沿
い
の
遊
歩
道
を

歩
い
て
い
く
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

と
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
や

ス
タ
テ
ン
島
を
結
ぶ
通
勤
用
の

フ
ェ
リ
ー
が
、
ゆ
っ
た
り
と
行

き
交
う
。
右
手
の
海
に
、
自
由

の
女
神
が
立
っ
て
い
る
。
海
を

眺
め
な
が
ら
、
女
神
に
近
づ
い

て
い
く
。

　

こ
の
あ
た
り
は
、
き
れ
い
で

す
ね
。

　

数
日
前
に
出
会
っ
た
車
椅
子

の
男
性
に
、
私
が
そ
う
声
を
か

け
る
と
、
彼
は
答
え
た
。

　

そ
う
だ
ね
、
今
は
。
で
も
、

同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
と
き

は
、
地
獄
だ
っ
た
。

　

二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
の

あ
の
朝
、
高
層
ビ
ル
の
窓
か
ら

人
々
が
身
を
投
げ
た
。
地
面
に

肉
片
が
散
ら
ば
っ
た
。
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
破
片
や
粉
塵
、
窓
か

ら
飛
び
散
る
書
類
が
舞
う
な

か
、
ビ
ル
や
飛
行
機
の
残
骸
を

避
け
、
絶
叫
し
な
が
ら
、
多
く

の
人
が
川
辺
ま
で
逃
げ
切
っ

た
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
川

に
飛
び
込
む
覚
悟
を
決
め
、
柵

を
越
え
て
川
の
目
の
前
に
立
ち

並
ん
で
い
た
。
私
の
友
人
も
、

川
辺
ま
で
走
り
抜
け
、
途
方
に

暮
れ
て
い
た
。
や
が
て
訪
れ
た

フ
ェ
リ
ー
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
に
逃
れ
た
。

　

厳
し
い
船
の
旅
の
果
て
に
、

よ
う
や
く
ア
メ
リ
カ
に
た
ど
り

着
い
た
人
々
を
、
女
神
は
迎
え

入
れ
て
き
た
。
そ
の
女
神
の
す

ぐ
そ
ば
で
、
二
棟
の
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
象
徴
は
、
沈
む
よ
う
に

崩
れ
落
ち
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
た
ち
は

大
き
な
心
の
傷
を
負
い
、
こ
の

界
隈
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ

た
。

　

今
、
そ
の
川
辺
に
は
ピ
ン
ク

と
白
の
ハ
マ
ナ
ス
の
花
が
咲
き

乱
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た

ち
が
し
ゃ
が
ん
で
手
入
れ
を
し

て
い
る
。
老
若
男
女
が
ジ
ョ
ギ

ン
グ
し
て
い
る
。
五
、六
歳
の

男
の
子
が
ふ
た
り
、
追
い
か
け

っ
こ
を
し
て
い
る
。
そ
ん
な
風

景
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
記
憶
に

と
ど
め
る
よ
う
に
、
私
は
ゆ
っ

く
り
と
川
沿
い
を
歩
い
て
い

く
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ
リ
ー
ズ

第
４
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔

法
の
さ
ん
ぽ
』
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

 　

https://www.amazon.
co.jp/dp/4167717220

ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
ア
ー
ト
展

ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
で
始
ま
る

　

ト
ラ
イ
ベ
ッ
カ
地
区
に
あ
る

ワ
ン
・
ア
ー
ト
・
ス
ペ
ー
ス
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
ワ
レ
ン
通
り
23

番
地
）
で
、
5
月
8
日
か
ら
2

会
期
に
分
け
て
期
間
限
定
の
グ

ル
ー
プ
展「
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
「
始
め
な
け
れ
ば
、
始
ま
ら

な
い
。」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本

で
活
躍
す
る
計
38
人
の
新
進
気

鋭
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の

作
品
が
集
結
。
青
の
ペ
ン
の

み
を
使
用
し
て
緻
密
に
幻
想

的
な
作
品
を
描
き
上
げ
るAoi 

Hanane

氏
、
日
本
の
カ
ル
チ

ャ
ー
を
象
徴
す
る
よ
う
な
遊
び

心
が
あ
り
つ
つ
も
調
和
の
と
れ

た
ミ
ク
ス
ト
メ
デ
ィ
ア
作
品
を

生
み
出
すEMI

・KIBAYASHI

氏
、
ア
ー
ト
を
通
し
て
身
体
的

な
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
昇
華

を
目
指
すAkie Abe

氏
な
ど
、

独
自
の
ア
プ
ロ̶

チ
を
開
拓
し

て
い
く
現
代
日
本
作
家
た
ち
の

作
品
が
展
示
さ
れ
る
。

　

第
１
会
期
は
5
月
8
日
か
ら

12
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
9
日
午

後
６
時
か
ら
開
か
れ
た
。
当
日

は
日
本
か
ら
来
米
し
た
２
人
の

作
家
、YUKIKO

の
作
品
「
愛

と
平
和
」
とHIKARU

の
作

品
「
ス
ト
リ
ー
ト
。
グ
ラ
ビ
テ

ィ
ー
」
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

YUKIKO

は
流
木
と
越
前
和
紙

に
円
相
を
般
若
心
経
と
い
ろ
は

に
ほ
へ
と
で
描
き
「
隔
て
の

な
い
愛
」
を
表
現
。HIKARU

は
、
立
ち
上
が
る
時
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
表
現
し
た
作
品
で
独
特

の
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
、
こ
の

作
品
が
今
月
フ
ラ
ン
ス
で
開
催

さ
れ
た
ア
ー
ト
パ
ズ
ル
展
で
グ

ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
、
ド
バ
イ
の

ア
ー
ト
展
で
も
話
題
と
な
る
な

ど
海
外
で
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
新
人
。
今
月
東
京
で
も
個

展
が
開
催
さ
れ
る
。
第
二
期
の

参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
に
夜
ラ
イ

ブ
ペ
イ
ン
ト
イ
ベ
ン
ト
（
書

道
・
足
跡
ペ
イ
ン
ト
）
は
18
日

（
土
）
午
後
６
時
か
ら
。
入
場

無
料
。
開
廊
時
間
は
正
午
か
ら

午
後
６
時
。
詳
細
はhttps://

www.eventbrite.com/e/
breakthrough-new-and-
rising-japanese-artists‒
tickets-782085056457

                            隔てのない愛を表現するYUKIKO

             立ち上がるエネルギーを表現するHIKARU

http://newyork-apartment-realestate.com
https://sobaya.square.site/
https://minglesoho-ny.com/
https://japanvillage.com/
https://e-kaigo.net/
mailto:jissen2024@gmail.com
https://www.bozubrooklyn.com/
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
https://www.eventbrite.com/e/breakthrough-new-and-rising-japanese-artists%E2%80%93tickets-782085056457
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
山
口
県
人
会

（
沼
田
忍
代
表
世
話
人
）
は
ジ

ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
前
日
の
10
日

夜
、
山
口
市
と
合
同
で
懇
親
会

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で

開
催
し
た
。
当
日
は
山
口
祇
園

囃
子
保
存
会
10
人
を
含
む
訪
米

団
19
人
と
合
わ
せ
て
50
人
あ
ま

り
が
参
加
し
て
、
パ
レ
ー
ド
で

演
奏
す
る
日
和
神
楽
を
楽
し
ん

だ
り
、
獺
祭
の
日
本
酒
を
飲
ん

だ
り
し
て
歓
談
し
た
。
同
時
間

帯
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領

事
の
森
美
樹
夫
大
使
の
夕
食
会

に
招
か
れ
て
い
た
伊
藤
和
貴
市

長
も
大
使
と
の
夕
食
会
後
、
懇

親
会
の
終
盤
に
会
場
へ
駆
け
つ

け
、
県
民
を
驚
か
せ
て
大
歓
迎

を
受
け
た
。

　

ま
た
会
場
で
は
、
来
米
し
た

山
口
祇
園
囃
子
保
存
会
の
代
表

で
山
口
県
神
社
庁
の
真
庭
宗
雄

庁
長
が
、
当
日
偶
然
に
、
小
学

校
時
代
の
同
級
生
だ
っ
た
Ｎ
Ｙ

山
口
県
人
会
の
メ
ン
バ
ー
、
サ

ベ
ッ
ジ
福
田
純
子
さ
ん
（
70
）

と
60
年
ぶ
り
に
再
会
す
る
と
い

う
感
動
の
一
場
面
も
あ
っ
た
。

　

山
口
市
は
、
今
年
1
月
に
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
の

「
２
０
２
４
年
に
行
く
べ
き
52

か
所
」
の
一
つ
に
選
ば
れ
た
こ

と
を
受
け
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
館
か
ら
自
治
体
国
際
化
協

会
を
通
じ
て
パ
レ
ー
ド
参
加
を

要
請
さ
れ
て
い
た
。
パ
レ
ー
ド

当
日
は
伊
藤
市
長
ら
市
職
員
、

山
口
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
、湯
田
温
泉
旅
館
協
同
組
合
、

そ
し
て
山
口
祇
園
囃
子
保
存
会

の
メ
ン
バ
ー
総
勢
19
人
が
フ
ロ

ー
ト
に
乗
っ
て
行
進
、
県
人
会

の
メ
ン
バ
ー
も
一
緒
に
歩
い
て

山
口
市
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
　
　
（
20
面
に
記
事
と
写
真
）

Ｎ
Ｙ
山
口
県
人
会

伊
藤
市
長
迎
え
懇
親
会

Ｎ
Ｙ
は
世
界
一

裕
福
な
都
市

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
富
裕

層
の
流
出
が
話
題
と
な
っ
て
い

る
が
、
同
市
の
住
民
が
所
有

す
る
資
産
は
３
兆
ド
ル
（
約

４
６
０
兆
円
）
を
超
え
、
依
然

と
し
て
世
界
の
ど
の
都
市
よ
り

も
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
移

民
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
ヘ
ン

リ
ー
・
ア
ン
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
に
よ
る
「
世
界
で
最
も
裕
福

な
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
よ
る

と
、
１
位
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
は
資
産
１
０
０
万
ド
ル
超

の
富
裕
層
が
約
35
万
人
お
り
、

10
年
前
か
ら
48
％
増
加
し
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
人
口
が

８
２
６
万
人
で
あ
る
た
め
約
24

人
に
１
人
が
ミ
リ
オ
ネ
ア
と
な

る
。
２
０
１
３
年
の
調
査
で
は

36
人
に
１
人
だ
っ
た
。
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
超
富
裕
層

も
多
い
。
資
産
10
億
ド
ル
超
の

ビ
リ
オ
ネ
ア
は
60
人
、
１
億
ド

ル
以
上
の
投
資
可
能
資
産
を
持

つ
富
裕
層
は
７
４
４
人
い
る
と

い
う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
一
部

富
裕
層
は
フ
ロ
リ
ダ
へ
の
パ
ワ

ー
シ
フ
ト
を
懸
念
し
て
い
る

が
、
調
査
結
果
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
富
裕
層
の
厚
さ
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
、
ベ
イ
エ
リ
ア
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
で
は
過
去
10
年
間
で
7
桁

の
純
資
産
を
持
つ
人
の
数
が
急

増
し
、
ロ
ン
ド
ン
、
香
港
、
モ

ス
ク
ワ
は
減
少
し
た
。

24人に１人がミリオネア
裕福層35万人住む

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
米
国
連
盟

は
７
日
、
よ
り
包
括
的
な
活
動

環
境
作
り
を
目
指
し
、
組
織
名

を
公
式
に「
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
・

ア
メ
リ
カ
」
に
変
更
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。
テ
キ
サ
ス
州
を

拠
点
と
す
る
創
立
１
１
４
年
の

同
連
盟
は
、
８
万
２
０
０
０
人

以
上
が
受
け
た
と
い
う
性
的
虐

待
の
訴
訟
が
相
次
ぎ
会
員
数
が

減
少
、
２
０
２
０
年
に
連
邦
破

産
法
で
24
億
ド
ル
の
再
建
計
画

適
用
を
申
請
し
た
。
１
９
７
２

年
に
は
全
米
で
約
５
０
０
万

人
に
達
し
た
登
録
者
数
は
、

２
０
１
８
年
は
２
０
０
万
人

強
、
現
在
は
１
０
０
万
人
強
で

あ
る
。

　

一
方
で
、
男
子
の
み
だ
っ
た

活
動
対
象
を
13
年
に
は
同
性
愛

者
の
ス
カ
ウ
ト
、
15
年
に
は
同

性
愛
者
の
成
人
指
導
者
、
17
年

以
降
は
女
子
に
も
広
げ
る
な

ど
、
多
様
性
を
考
慮
し
た
組
織

移
行
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
最

高
ラ
ン
ク
の
イ
ー
グ
ル
ス
カ
ウ

ト
に
は
こ
れ
ま
で
６
０
０
０

人
以
上
の
女
子
が
登
録
さ

れ
、
現
在
の
女
子
会
員
数
は

17
万
６
０
０
０
人
以
上
と
会
員

の
10
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。

　

昨
秋
に
同
連
盟
の
理
事
長
兼

Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
就
任
し
た
ロ
ジ
ャ

ー
・
ク
ロ
ー
ン
氏
は
、
フ
ロ
リ

ダ
州
で
行
わ
れ
た
年
次
総
会

で
名
前
変
更
に
関
し
「
今
後

１
０
０
年
間
、
米
国
の
若
者
の

誰
に
も
、
喜
ん
で
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
。
名

前
は
更
新
さ
れ
る
が
『
生
き
て

い
く
た
め
に
備
え
る
術
を
若
者

に
教
え
る
』
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
変
わ
ら
な
い
。
名
称
変
更

は
単
純
な
こ
と
の
よ
う
だ
が
、

誰
も
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
る
こ
と
を
確
実
に
す
る

に
は
、
と
て
も
重
要
な
進
化
で

あ
る
」
と
話
し
て
い
る
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
米
国
連
盟

名
称
変
更
で
再
建
を
目
指
す

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
宿
泊
滞

在
費
は
、
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
な

ど
の
欧
州
の
人
気
観
光
地
を
は

る
か
に
上
回
り
、
世
界
で
最
も

高
い
こ
と
が
、
学
生
対
象
の
旅

行
会
社
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
パ
ス

ウ
エ
ー
ズ
の
調
べ
で
わ
か
っ

た
。
同
社
は
世
界
で
特
に
人
気

の
高
い
観
光
都
市
で
、
価
格
が

無
難
な
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
、
安

い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
３
食
し
、
さ

ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
代
、交
通
費
、

チ
ッ
プ
な
ど
を
含
め
た
１
泊
滞

在
し
た
場
合
の
出
費
を
比
較
し

た
。
同
社
に
よ
る
と
、
近
年
は

多
く
の
国
で
物
価
が
大
幅
に
上

昇
し
て
い
る
一
方
、
出
費
を
節

約
し
て
で
も
海
外
旅
行
を
希
望

す
る
人
は
多
い
。

　

宿
泊
費
が
高
い
ラ
ン
キ
ン
グ

１
位
の
Ｎ
Ｙ
市
の
平
均
宿
泊
料

金
は
、
１
泊
当
た
り
６
８
７
ド

ル
。 

以
下
上
位
２
位
は
パ
リ

（
５
５
７
ド
ル
）、
３
位
ド
バ
イ

（
４
６
５
ド
ル
）、
４
位
ロ
ン
ド

ン
（
４
６
１
ド
ル
）、
５
位
ロ

ー
マ
（
３
８
３
ド
ル
）、
６
位

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
３
７
４

ド
ル
）、
７
位
バ
ル
セ
ロ
ナ

（
３
４
０
ド
ル
）、
８
位
東
京

（
３
３
８
ド
ル
）、
９
位
マ
ド
リ

ッ
ド
（
２
９
８
ド
ル
）、
10
位

ベ
ル
リ
ン
（
２
６
６
ド
ル
）。 

観光滞在費も
NYが世界一

　

本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

外
務
省
は
11
日
、
沖
縄
県
・

宜
野
湾
市
に
て
、
２
０
２
３
年

度
「
ア
メ
リ
カ
で
沖
縄
の
未

来
を
考
え
る
」（
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
）

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
後
報
告
会
を

実
施
し
た
。
今
年
３
月
に
実

施
し
た
２
０
２
３
年
度
「
ア

メ
リ
カ
で
沖
縄
の
未
来
を
考

え
る
」（
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
：Think 

of Okinawa’s Future in the 
U.S.

）
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者

が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
学
ん
だ
こ

と
、
そ
れ
を
今
後
ど
の
よ
う
に

沖
縄
の
未
来
に
活
か
し
て
い
き

た
い
か
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
日
米
双
方

の
外
交
の
現
場
で
活
躍
し
て
い

る
方
々
の
話
を
直
接
聞
く
こ
と

が
で
き
、
国
際
的
な
視
座
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
」「
沖
縄
の

未
来
を
担
う
若
者
と
し
て
米
軍

基
地
を
有
効
活
用
す
る
具
体
的

な
方
法
を
考
え
、
行
動
を
起
こ

し
て
い
き
た
い
」
と
い
う
発
表

が
あ
っ
た
。　

　

報
告
会
に
は
、
外
務
省
か
ら

穂
坂
泰
外
務
大
臣
政
務
官
及
び

宮
川
学
沖
縄
担
当
大
使
ほ
か
関

係
者
、
沖
縄
県
内
各
自
治
体
関

係
者
、
沖
縄
経
済
界
関
係
者
、

過
去
の
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
参
加
者
等
約

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。
穂
坂

政
務
官
は
、
２
０
２
３
年
３
月

に
、
米
国
派
遣
前
の
Ｔ
Ｏ
Ｆ
Ｕ

参
加
者
の
表
敬
訪
問
を
受
け
て

お
り
、
米
国
派
遣
を
経
て
、
一

回
り
成
長
し
た
参
加
者
に
対

し
、健
闘
を
称
え
る
と
と
も
に
、

今
回
の
経
験
を
沖
縄
の
未
来
の

た
め
に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た

い
旨
述
べ
、
参
加
者
を
激
励
し

た
。
一
行
は
、
３
月
25
日
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
森
大
使

公
邸
で
、
佐
藤
貢
司
ニ
ュ
ー
ヨ

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

ー
ク
日
系
人
会
会
長
、
フ
レ
ッ

ド
・
カ
タ
ヤ
マ
米
日
カ
ウ
ン
シ

ル
副
会
長
の
２
人
か
ら
個
人
的

体
験
や
日
系
社
会
の
歴
史
、
日

米
関
係
に
つ
い
て
の
講
演
を
聞

い
た
後
、
意
見
交
換
し
て
い
る

（
本
紙
４
月
６
日
号
既
報
）。

沖縄の未来を考える
   TOFU プログラム 

Ｎ
Ｙ
総
領
事
公
邸
で
フ
レ
ッ
ド
・
カ
タ
ヤ
マ
氏
と
意
見
交
換

す
る
沖
縄
か
ら
の
訪
米
団
の
学
生
（
３
月
25
日
本
紙
撮
影
）

参加者が帰国報告

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org%E2%96%A0NY%E6%97%A5%E6%9C%AC%E4%BA%BA%E6%95%99
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブでは地域
社会や世界への貢献のためさまざまな活動し
ています。

■メモリアルデー日本人墓地清掃の
 ボランティア募集
　毎年5月メモリアルデーに行われるク
イーンズ区マウントオリベッティー墓地
内にある日本人墓地での墓参会に際し墓
地の清掃活動を行っており現在参加者を募
集中。墓参会はニューヨーク日系人会の主
催（ニューヨーク仏教会・日米合同教会の
共催）で毎年メモリアルデーに開催され、
1912年に設けられた日本人墓地には多くの
ニューヨーク日本人社会の先人達が眠って
おり、この行事は100年以上続いている。
先人たちへの感謝の気持ちを込めて、清掃
および墓参会への参加者を募集している。

【日時】清掃：５月２６日（日）午前9時
エントランス集合、午前9時30分～開始
墓参会：５月２７日（月) 午前11時から
【場所】日本人墓地 at Mt. Olivet Cemetery

 6540 Grand Ave, Maspeth, NY 11378
【問い合せ】Eメール: info@nyjalc.org

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org

　

米
公
共
放
送
（
Ｐ
Ｂ
Ｓ
） 

は

５
月
31
日
（
金
）
ま
で
、
カ
ナ

ダ
在
住
の
元
被
爆
者
で
反
核
運

動
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、
サ
ー
ロ
ー

節
子
さ
ん
（
85
）
の
人
生
を
、

被
爆
二
世
で
同
映
画
の
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
竹
内
道
さ
ん

と
の
出
会
い
と
友
情
を
通
し
て

描
い
た
２
０
１
９
年
製
作
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
ヒ

ロ
シ
マ
へ
の
誓
い
（The Vow 

From Hiroshima)

」」
を
テ
レ

ビ
用
に
再
編
集
（
56
分
）
し
て

放
送
し
て
い
る
。
時
間
は
州
や

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
を
含
め
た
多
く

の
都
市
で
は
、
メ
モ
リ
ア
ル
デ

ー
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
に
当
た
る

26
日
（
日
）
午
後
７
時
か
ら
放

送
。
ま
た
、PBS.org 

お
よ
び

同
ア
プ
リ
を
通
じ
て
ビ
デ
オ
・

オ
ン
・
デ
マ
ン
ド
（
Ｖ
Ｏ
Ｄ
）

／
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
で
も
視
聴

で
き
る
。　

　

サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん
は
13
歳

で
被
爆
、
奇
跡
的
に
生
き
残
っ

た
が
家
族
と
広
島
女
子
学
院
の

同
級
生
の
多
く
を
失
っ
た
。
以

降
、
カ
ナ
ダ
や
米
国
、
英
国
、

日
本
で
被
爆
体
験
を
公
に
語
る

こ
と
で
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
て

き
た
。
２
０
１
７
年
の
ノ
ー
ベ

ル
平
和
賞
授
賞
式
で
の
感
動
的

な
受
賞
ス
ピ
ー
チ
は
同
映
画
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
だ
。監
督
は
、

エ
ミ
ー
賞
や
全
米
監
督
協
会
賞

を
受
賞
し
た
ベ
テ
ラ
ン
映
像
作

家
の
ス
ー
ザ
ン
・
ス
ト
リ
ッ
ク

ラ
ー
。
日
本
映
画
平
和
賞
を
受

賞
。

　

全
米
で
テ
レ
ビ
放
送
す
る
目

的
に
つ
い
て
竹
内
さ
ん
は
「
今

映画「ヒロシマへの誓い」

サーロー節子の不屈の反核人生描く

Ｐ
Ｂ
Ｓ
で
26
日
放
送

年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
総
な
め

に
し
た
『
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ

ー
』
で
は
、
核
放
射
性
降
下

物
が
人
間
や
環
境
に
ど
れ
ほ

ど
壊
滅
的
な
影
響
を
与
え
る

か
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
触
れ

て
い
な
か
っ
た
。（
テ
レ
ビ
放

送
で
）
よ
り
多
く
の
米
国
人

に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ

り
、
核
廃
絶
と
平
和
交
渉
の

重
要
性
に
つ
い
て
意
味
の
あ

る
会
話
の
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
。
ま
だ
こ
の
作
品
を
観
て
い

な
い
日
本
の
方
々
も
ぜ
ひ
」
と

話
し
て
い
る
。
詳
細
はwww.

thevowfromhiroshima.com 

か
ら
。

動
画
で
の
視
聴
も
可
能

　

ド
ラ
マ「
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
・

エ
ン
パ
イ
ア　

欲
望
の
街
」（
Ｈ

Ｂ
Ｏ
制
作
）
な
ど
で
知
ら
れ
る

俳
優
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ブ
シ
ェ

ミ
さ
ん
（
66
）
が
８
日
午
前
11

時
48
分
ご
ろ
、
ア
ッ
パ
ー
イ
ー

ス
ト
サ
イ
ド
の
キ
ッ
プ
ス
ベ

イ
、
３
番
街
３
６
９
番
地
付
近

を
女
性
と
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ

を
何
者
か
に
殴
ら
れ
た
。
ブ
シ

ェ
ミ
さ
ん
は
犯
人
を
追
い
か
け

た
が
捕
ま
え
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

　

ブ
シ
ェ
ミ
さ
ん
は
顔
と
左
目

が
腫
れ
上
が
り
、
治
療
の
た
め

ベ
ル
ビ
ュ
ー
病
院
に
運
ば
れ

た
。
警
察
は
防
犯
カ
メ
ラ
に
写

っ
た
犯
人
と
思
わ
れ
る
男
の
写

真
を
公
開
し
行
方
を
追
っ
て
い

る
。
野
球
帽
を
か
ぶ
り
、
青
い

Ｔ
シ
ャ
ツ
と
黒
い
ス
ウ
ェ
ッ
ト

パ
ン
ツ
を
着
て
、
ひ
げ
を
生
や

し
て
い
る
。
13
日
時
点
で
捕
ま

っ
て
い
な
い
。

　

ブ
シ
ェ
ミ
さ
ん
は
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
出
身
で
、「
フ
ァ
ー
ゴ
」

や
「
コ
ン
・
エ
ア
ー
」、「
レ
ザ

ボ
ア
・
ド
ラ
ッ
グ
ズ
」
な
ど
に

出
演
。
俳
優
と
し
て
40
年
以
上

の
キ
ャ
リ
ア
が
あ
り
80
本
以
上

の
映
画
に
出
演
し
、
エ
ミ
ー
賞

の
受
賞
歴
も
あ
る
。
元
消
防
士

で
２
０
０
１
年
の
９
・
11
同
時

多
発
テ
ロ
の
際
、
瓦
礫
と
な
っ

た
ワ
ー
ル
ド
・
ト
レ
ー
ド
セ
ン

タ
ー
跡
地
に
消
防
服
姿
で
駆
け

つ
け
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

市
内
で
は
時
折
、
い
わ
れ
の

な
い
無
差
別
暴
力
が
起
き
て
い

る
が
、
ブ
シ
ェ
ミ
さ
ん
と
同
じ

く
「
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
・
エ
ン

パ
イ
ア
」
に
出
演
し
、
ギ
ャ
ン

グ
役
を
演
じ
て
い
る
俳
優
の
マ

イ
ケ
ル
・
シ
ュ
ト
ゥ
バ
ー
グ
さ

ん
も
今
年
３
月
31
日
、
イ
ー
ス

ト
ド
ラ
イ
ブ
の
東
90
丁
目
付
近

で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
中
の
と
こ
ろ

を
首
の
後
ろ
を
石
で
殴
ら
れ

た
。
警
察
は
同
日
夕
方
に
ザ
ビ

エ
ル
・
イ
ス
ラ
エ
ル
容
疑
者

（
27
）
を
逮
捕
し
た
。
イ
ス
ラ

エ
ル
容
疑
者
は
２
０
２
２
年
に

暴
行
と
強
盗
の
容
疑
で
の
逮
捕

歴
が
あ
っ
た
。

　
（
写
真
上
・
ブ
シ
ェ
ミ
さ
ん

を
殴
っ
た
と
見
ら
れ
る
容
疑
者

／
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
提
供
）

米
俳
優
の
ブ
シ
ェ
ミ
さ
ん

Ｎ
Ｙ
の
路
上
で
殴
打
さ
れ
る

　

す
べ
て
の
有
権
者
に
期
日
前

投
票
を
許
可
す
る
と
い
う
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
の
期
日
前
郵
便
投

票
法
は
州
憲
法
に
違
反
す
る
と

共
和
党
が
訴
え
て
い
た
裁
判
の

控
訴
審
で
９
日
、
州
裁
判
所
は

訴
え
を
棄
却
し
た
。
第
一
審
裁

判
所
が
今
年
２
月
に
却
下
し
て

い
た
も
の
で
、
控
訴
審
で
も
こ

の
決
定
を
維
持
し
た
。
同
法
は

今
年
の
州
選
挙
で
も
存
続
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

不
在
者
投
票
は
こ
れ
ま
で
、

旅
行
や
仕
事
で
居
住
地
に
一
時

不
在
の
場
合
や
、
病
気
、
身
体

障
害
な
ど
の
理
由
で
直
接
投
票

で
き
な
い
場
合
に
限
ら
れ
て
い

た
。
新
し
い
期
日
前
郵
便
投
票

法
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
登
録

有
権
者
で
あ
れ
ば
誰
で
も
郵
便

に
よ
る
期
日
前
投
票
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
時

に
一
時
的
に
運
用
さ
れ
て
い
た

が
、
州
議
会
で
多
数
派
の
民
主

党
に
よ
り
昨
年
可
決
さ
れ
、
ホ

ウ
ク
ル
州
知
事
が
９
月
に
署
名

し
て
正
式
に
発
効
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
共
和
党
全
国
員

会
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
共
和
党
州

委
員
会
な
ど
共
和
党
側
が
反

発
、
エ
リ
ー
ゼ
・
ス
テ
フ
ァ
ニ

ク
連
邦
下
院
議
員
（
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
選
出
）
ら
が
「
不
在
者

投
票
の
方
法
を
変
更
す
る
場
合

は
、
憲
法
修
正
を
通
じ
て
有
権

者
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
訴
訟
を

起
こ
し
た
。

　

第
一
審
で
は
「
共
和
党
は
早

期
郵
便
投
票
法
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
憲
法
の
下
で
違
憲
で
あ
る

こ
と
を
合
理
的
な
疑
い
を
超
え

て
証
明
す
る
と
い
う
重
責
を
果

た
せ
な
か
っ
た
」
と
認
定
し
、

２
月
に
訴
訟
を
却
下
し
た
。
共

和
党
は
直
ち
に
控
訴
し
た
が
、

控
訴
裁
判
所
は
「
州
憲
法
に
は

直
接
投
票
を
義
務
付
け
る
明
文

の
規
定
は
な
い
」、「
郵
便
投
票

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
憲
法
第
２

条
に
違
反
し
て
お
ら
ず
、
立
法

に
よ
っ
て
適
切
に
実
施
さ
れ
た

と
結
論
づ
け
る
」
と
し
、
訴
え

を
棄
却
し
た
。

　

郵
便
に
よ
る
期
日
前
投
票
で

は
民
主
党
の
投
票
率
が
共
和
党

に
比
べ
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、

共
和
党
に
は
不
利
と
さ
れ
て
い

る
。
ス
テ
フ
ァ
ニ
ク
連
邦
下
院

議
員
は
判
決
を
不
服
と
し
て
、

州
の
最
上
級
審
で
あ
る
上
告
審

裁
判
所
に
控
訴
す
る
と
発
表
し

た
。

期
日
前
郵
便
投
票
は
州
憲
法
違
反
か

Ｎ
Ｙ
控
訴
審
で
も
棄
却

 

日
本
政
府
は
４
月
29
日
、
令

和
６
年
春
の
叙
勲
受
章
者
を
発

表
し
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本

国
総
領
事
館
管
轄
地
域
で
は
次

の
２
個
人
が
受
章
し
た
。

  

ダ
ニ
エ
ル
・
ラ
ッ
セ
ル
元
国

務
省
東
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
担
当

次
官
補
で
現
ア
ジ
ア
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
政
策
研
究
所
国
際
安
全
保

障
・
外
交
担
当
副
所
長
に
旭
日

中
綬
章
が
贈
ら
れ
る
。
功
績
は

外
交
分
野
に
お
け
る
日
米
間
の

協
力
関
係
の
促
進
に
寄
与
し
た

こ
と
。

 　
フ
ラ
ン
ク
・
Ｋ
・
ア
ッ
プ

ハ
ム
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
法

学
部
教
授
に
旭
日
中
綬
章
が
贈

ら
れ
る
。
功
績
は
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
に
お
け
る
日
本
研
究
の
発

展
及
び
日
米
間
の
相
互
理
解
の

促
進
に
寄
与
し
た
こ
と
。

Ｎ
Ｙ
地
区
で
叙
勲
２
人

ラ
ッ
セ
ル
氏
と

ア
ッ
プ
ハ
ム
氏

https://www.maxjob.com/
http://myriverside.net/home
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
http://www.thevowfromhiroshima.com
http://www.thevowfromhiroshima.com
http://www.thevowfromhiroshima.com


2024年（令和 6年）5月 18日（土） ［総　合］　　（6  ）

 おだいじに
 ニューヨーク生活における
メンタルヘルスケア（43）

　

不
安
に
阻
ま
れ
て
自
己
肯
定

感
を
保
て
な
い
状
況
が
あ
る
程

度
改
善
さ
れ
た
矢
先
Ｗ
さ
ん
か

ら
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
の
信
頼
感

が
揺
ら
ぎ
始
め
た
と
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
中
断
の
必

要
性
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、否
定
。

け
れ
ど
も
お
会
い
す
る
た
び
に

鬱
や
不
安
を
訴
え
ま
す
。
き
っ

か
け
を
尋
ね
る
と
、
少
し
以
前

の
Ｗ
さ
ん
の
決
断
に
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
示
し
た
懸
念
を
「
嫌
わ

れ
た
」
と
解
釈
し
て
か
ら
だ
そ

う
で
す
。
小
学
校
低
学
年
の
時

の
担
任
か
ら
も
似
た
よ
う
な
印

象
を
受
け
た
Ｗ
さ
ん
の
中
に
感

情
の
転
移
が
起
き
た
よ
う
で

す
。

　

感
情
の
転
移
は
成
長
の
過
程

（
特
に
幼
少
期
）
に
解
決
で
き

な
か
っ
た
、
重
要
な
他
者
へ
の

感
情
が
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
対
し

て
湧
き
上
が
る
こ
と
を
指
し
ま

す
。
Ｗ
さ
ん
の
中
に
は
担
任
に

対
す
る
嫌
わ
れ
不
安
が
燻
り
続

け
て
い
ま
し
た
。

　

ご
自
身
の
傾
向
に
多
少
気
づ

い
て
い
た
Ｗ
さ
ん
は
「
こ
こ
で

も
や
っ
て
る
」
と
少
し
驚
い
た

様
子
で
し
た
が
、
こ
れ
を
さ
ら

な
る
気
付
き
と
成
長
の
機
会
と

捉
え
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い

き
ま
し
た
。
小
学
校
時
代
の
担

任
へ
の
、
処
理
で
き
な
か
っ
た

感
情
に
も
向
き
合
い
始
め
た
Ｗ

さ
ん
は
自
己
肯
定
感
の
維
持
に

は
誰
か
ら
の
承
認
も
い
ら
な
い

と
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

経
験
を
積
ん
だ
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
心
の
動

き
に
寄
り
添
い
な
が
ら
も
健
全

な
境
界
線
を
引
い
て
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

 

（
真
壁
弘
子
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
臨
床
心

理
療
法
士
、LCSW,CASAC

保
持
）

感
情
の
転
移

　

こ
ん
に
ち
は
。
こ
れ
ま
で
水

素
吸
引
、
水
素
風
呂
、
そ
し
て

水
素
水
に
つ
い
て
お
話
し
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
水
素
サ
プ

リ
メ
ン
ト
に
焦
点
を
当
て
た
い

と
思
い
ま
す
。
実
は
、
健
康
な

人
の
腸
内
で
は
、
善
玉
菌
が
食

物
繊
維
を
材
料
に
し
て
毎
日

１
５
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
か
ら
12

リ
ッ
ト
ル
も
の
水
素
を
産
生
し

て
い
ま
す
。
こ
の
腸
内
で
生
成

さ
れ
た
水
素
は
、
血
中
に
吸
収

さ
れ
全
身
を
巡
り
、
健
康
づ
く

り
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
興
味
深
い
こ

と
に
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

百
寿
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
と
、
百
歳
を
超
え
る
長
寿
の

方
々
は
呼
気
中
の
水
素
量
が
多

く
、
こ
れ
が
全
身
の
炎
症
を
抑

え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
素
は
、
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
改
善
、
日
常
生
活
に
お
け

る
様
々
な
悩
み
の
軽
減
、
細
胞

の
酸
化
防
止
に
有
効
で
す
。
さ

ら
に
、
水
素
の
持
つ
小
さ
な
分

子
サ
イ
ズ
は
、
体
内
の
隅
々
ま

で
行
き
渡
る
こ
と
が
可
能
で
、

飲
む
日
焼
け
止
め
と
し
て
も
他

の
抗
酸
化
物
質
よ
り
優
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
血
液
の
循
環
を

改
善
す
る
効
果
が
あ
る
た
め
、

代
謝
の
向
上
や
ダ
イ
エ
ッ
ト
、

デ
ト
ッ
ク
ス
に
も
効
果
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

水
素
水
は
手
軽
で
便
利
で
す

が
、
保
存
方
法
に
は
注
意
が
必

要
で
す
。
一
方
で
、
水
素
サ
プ

リ
メ
ン
ト
は
、
体
内
で
水
素
を

効
率
よ
く
発
生
さ
せ
る
た
め
、

水
素
水
と
は
異
な
り
、
よ
り
無

駄
な
く
水
素
を
体
内
に
取
り
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
選
択
肢
で

す
。
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
選
ぶ
際

は
、
添
加
物
が
少
な
く
、
信
頼

で
き
る
原
料
を
使
用
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
し
っ
か
り
と
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
水
素
サ
プ
リ

メ
ン
ト
を
含
め
た
水
素
製
品
の

選
択
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
健
康
状
態
に
合

わ
せ
た
検
討
が
必
要
で
す
。
慶

應
義
塾
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

数
多
く
の
研
究
機
関
で
進
め
ら

れ
て
い
る
水
素
に
関
す
る
研
究

は
、
水
素
が
私
た
ち
の
健
康
に

与
え
る
可
能
性
の
深
さ
を
示
し

て
い
ま
す
。
水
素
サ
プ
リ
メ
ン

ト
を
始
め
と
す
る
水
素
製
品
を

上
手
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
健

（
７
）
水
素
サ
プ
リ
を
上
手
に
活
用
し
よ
う

康
維
持
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

森
脇
静
香
：「easeNY
」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

　

２
０
２
４
年
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ

ー
ド
参
加
団
体
は
次
の
通
り
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
騎
馬
警
官
、
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
エ
イ
ジ
ア
ン
・
ジ
ェ
ー
ド
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
、
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
、
グ
ラ
ン
ド

マ
ー
シ
ャ
ル
国
枝
慎
吾
、
国

旗
（
日
本
）
ハ
ン
タ
ー
大
学
日

本
語
・
日
本
文
化
学
科
、
国

旗(

日
本
）
石
川
県
人
会
、
国

旗
（
米
国
）
あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
基
金
、
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領

事
館
、
Ｎ
Ｙ
市
長
と
市
機
関
、

ハ
リ
ソ
ン
市
消
防
署
、
日
系
ア

メ
リ
カ
人
退
役
軍
人
協
会
、
米

陸
軍
士
官
学
校　

日
本
フ
ォ
ー

ラ
ム
ク
ラ
ブ
、
紐
育
太
鼓
愛
好

会
、
寒
川
神
社
、
寒
川
神
社
神

輿
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本

人
学
校
、
森
美
樹
夫
総
領
事
、

大
使
、
Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
、
Ｎ
Ｙ

総
領
事
館
＆
フ
レ
ン
ズ
、
国
際

交
流
基
金
Ｎ
Ｙ
日
本
文
化
セ
ン

タ
ー
、日
本
航
空（
フ
ロ
ー
ト
）、

Ｎ
Ｙ
廣
武
館
剣
道
、
パ
ー
ク
ス

ロ
ー
プ
ロ
ー
ル
、
民
舞
座
・
Ｎ

Ｙ
花
笠
会
、
チ
ェ
ア
マ
ン
、
ジ

ャ
パ
ン
デ
ー
イ
ン
ク
、
山
口
幸

一
専
務
執
行
役
員
米
州
総
支
配

人
、
双
日
株
式
会
社
、
双
日
株

式
会
社
、
双
日
株
式
会
社
（
フ

ロ
ー
ト
）、
僧
太
鼓
、
誠
道
塾
、

Ｎ
Ｙ
市
剣
道
ク
ラ
ブ
、
米
国
日

本
人
医
師
会
、
丸
紅
ア
メ
リ
カ

（
フ
ロ
ー
ト
）、
伊
藤
さ
ち
よ
舞

踊
団
、
Ｎ
Ｙ
群
馬
県
人
会
、
剣

禅
道
場
、
ヒ
サ
ミ
ツ
・
ア
メ
リ

カ
・
イ
ン
ク
（
フ
ロ
ー
ト
）、

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
、
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
紅
玉
よ
さ

こ
い
、
三
菱
住
友
信
託
銀
行
、

鼓
舞
、
コ
ー
リ
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
メ
リ
カ
ン

ズ
、
Ｎ
Ｙ
京
都
倶
楽
部
、
Ｎ
Ｙ

日
本
商
工
会
議
所
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ

ァ
ン
ド
、
日
本
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｙ

日
本
人
美
術
家
協
会
、
サ
ラ
イ

カ
・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
・
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
、
三
井
物
産
（
フ
ロ
ー

ト
）、
国
際
空
手
道
連
盟
・
極

真
会
館
、
美
和
鼓
、
Ｎ
Ｙ
広
島

会
＆
Ｎ
Ｙ
愛
知
県
人
会
、
ジ
ャ

パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
神
輿
、
ロ
ン
グ

ア
イ
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ジ
ャ

パ
ン
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
イ

ン
ク
、
森
の
家
、
慶
應
義
塾
Ｎ

Ｙ
学
院
、
白
虎
館Dojo

、
Ｎ

Ｙ
Ｃ
エ
リ
ア
柔
道
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
東
京
海
上
ア
メ
リ
カ
（
フ

ロ
ー
ト
）、
天
手
古
舞
、
華
鎖

波
、
高
知
よ
さ
こ
い
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
絆
国
際
チ
ー
ム
合
同
よ
さ

こ
い
チ
ー
ム
、
早
稲
田
大
学
Ｎ

Ｙ
稲
門
会
、
ミ
ル
ク
ビ
ン
ク
の

メ
イ
ド
カ
フ
ェ
、
ブ
ル
ッ
ク
リ

ン
日
本
語
学
園
、

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
、

江
州
音
頭
チ
ー

ム
、
東
京
ブ
ロ

ン
ク
ス
Ａ
Ｃ

Ｇ
、
公
立
学
校

１
４
７
日
本
文

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ

ー
ド
公
式
フ
ロ

ー
ト
、『
舞
台
「
鬼

滅
の
刃
」』
＋

着
ぐ
る
み
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
大

学
日
本
語
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
ブ
ッ

ク
エ
ン
ド　

ト

ゥ
ー
タ
リ
ン
グ
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
＋
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
、
伊
藤
忠
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
フ
ロ
ー
ト
）、

ハ
ー
レ
ム
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

ゴ
ス
ペ
ル
・
ク
ワ
イ
ヤ
ー
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
リ
ー
タ
、
日

米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
、
Ｎ

Ｙ
奄
美
会
、
野
村
ア
メ
リ
カ
フ

ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
、
野
村
ア
メ

リ
カ
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
（
フ

ロ
ー
ト
）、
太
鼓
マ
サ
ラ
道
場
、

Ｎ
Ｙ
茨
城
県
人
会
、
Ｎ
Ｙ
茨
城

県
人
会
神
輿
、ア
ニ
メ
Ｎ
Ｙ
Ｃ
、

全
日
空
（
フ
ロ
ー
ト
）、
日
本

空
手
協
会
Ｎ
Ｙ
道
場
、
ミ
ュ

ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
・SDGs

、

国
旗
（
米
国
）
Ｎ
Ｙ
和
歌
山
県

人
会
、
国
旗
（
日
本
）
米
国
北

東
部
日
本
語
教
師
会
、
山
口
県

人
会
、
山
口
市
（
フ
ロ
ー
ト
）、

パ
セ
イ
ッ
ク
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
・

テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ

ー
ト
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｊ
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
上
智
大
学
ソ
フ
ィ
ア
会
、

ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
、
日

本
政
府
観
光
局
（
フ
ロ
ー
ト
）、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ダ
ン
ス
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
リ
ー
・
ハ
リ
ヤ
マ
バ

レ
エ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
弓
道
会
、
ア
メ

リ
カ
ン
・
ブ
デ
ィ
ス
ト
・
ス
タ

デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
、
住
友
商
事

ア
メ
リ
カ
（
フ
ロ
ー
ト
）、
小

倉
直
也
バ
ン
ド
、
日
米
合
同
教

会
、
ジ
ャ
ザ
ー
サ
イ
ズ
・
ス
カ

ー
ス
デ
ー
ル
、
Ｎ
Ｙ
剣
心
会
、

明
治
大
学
学
友
会
Ｎ
Ｙ
支
部
紫

紺
会
、
ト
リ
プ
ル
デ
ィ
ダ
ン
ス

ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
、
東
京
フ
ロ

ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
、
Ｎ
Ｙ
デ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。　
　
　
（
行
進
順
）

阿
波
踊
り
も
パ
レ
ー
ド
（
写
真
・
植
山
慎
太
郎
）

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
２
０
２
４

99
団
体
２
５
０
０
人
が
行
進

https://america-keitai.com/
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Ｈ
Ｒ 

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
作
成
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

クイックUSA

172
が
、
そ
の
手
の
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
が
一
向
に
思
い
つ
き
ま
せ

ん
。あ
え
て
思
い
つ
い
た
の
は
、

１
０
０
名
以
上
の
従
業
員
が
ア

メ
リ
カ
国
内
に
い
る
企
業
に
だ

け
課
せ
ら
れ
るEEO-1 

と
い

う
ア
メ
リ
カ
労
働
省
（
Ｄ
Ｏ

Ｌ: Department of Labor

）

傘
下
に
あ
る
連
邦
行
政
機
関

の
ひ
と
つ
で
あ
り
ま
す
Ｅ
Ｅ

Ｏ
Ｃ
（Equal Employment 

Opportunity Commission; 

均
等
雇
用
機
会
委
員
会
）
に
年

1
回
提
出
す
る
フ
ォ
ー
ム
ぐ
ら

い
で
し
た
。
日
本
か
ら
新
規
に

進
出
さ
れ
る
企
業
が
最
初
か
ら

１
０
０
名
の
従
業
員
を
雇
用
す

る
と
い
う
こ
と
は
よ
ほ
ど
の
巨

大
企
業
で
な
い
限
り
は
考
え
に

く
い
わ
け
で
、EEO-1

は
ほ
ぼ

対
象
外
だ
と
申
し
上
げ
て
よ
い

も
の
だ
と
存
じ
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
で
会
社

が
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

Ｈ
Ｒ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
そ
れ
な

り
に
数
と
し
て
は
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
ら
ほ
と
ん
ど
は
行
政

当
局
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
義
務
が
あ
る
と
い
う
書
類

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

提
出
義
務
が
な
い
代
わ
り
に
、

作
成
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
社

内
で
保
管
管
理
し
、
定
期
的
に

更
新
し
た
り
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し

た
り
す
る
必
要
が
出
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
当
局
に
提
出
は
し

な
い
も
の
の
、
万
一
当
局
か
ら

の
監
査
が
入
っ
た
と
き
、
あ
る

い
は
（
元
）
従
業
員
か
ら
の
当

局
へ
の
ク
レ
ー
ム
さ
ら
に
は
訴

訟
沙
汰
に
な
っ
た
よ
う
な
場
合

に
は
、
当
然
な
の
で
す
が
、
そ

れ
ら
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
存
在
が

問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

仮
に
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
作
成
さ

れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
不
充

分
な
作
成
で
あ
っ
た
場
合
は
、

そ
れ
ら
に
対
し
て
ペ
ナ
ル
テ
ィ

や
訴
訟
金
額
上
で
の
上
乗
せ
な

ど
が
な
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

顛
末
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
作
成

は
法
律
に
基
づ
い
て
義
務
と
な

っ
て
い
る
も
の
と
特
に
法
律
上

作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
義
務
は
課
せ
ら
れ
て
い
な
い

も
の
と
に
分
か
れ
ま
す
。
で
す

の
で
、
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
当
然

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
上
作
成
し

て
社
内
で
保
管
管
理
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
特

に
法
律
で
作
成
義
務
が
な
い
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
っ
て
も
、
中

に
は
法
律
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
以
上
に
重
要
視
さ
れ
て
い
る

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
も
あ
り
、
法
律

上
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
に
は
か
か
わ
ら
ず
、
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
作
成
上
に
お
い
て
現
実

に
即
し
た
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
が

あ
る
と
考
え
て
い
た
だ
い
た
方

が
よ
ろ
し
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
や
や
意
外
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
で
す
が
、
日
本
の

就
業
規
則
に
あ
た
る
ア
メ
リ
カ

の
従
業
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
そ

し
て
ジ
ョ
ブ
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン
と
い
う
皆
様
に
も
大
変
馴

染
み
の
深
い
こ
れ
ら
２
大
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
の
作
成
は
法
律
上
、

特
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と

い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
の
で
企
業
と
し
て
作
っ
て

Mocktail  ノンアル　カクテル
　　　　　　　　　　 MocktailとはMock（まがい物）とCocktail（カクテル）を組み合わせた言葉で、Non-alcoholic （ノ

ンアル）カクテルのこと。（新語かと思ったら、実は100年前からあったそうです。）　今、
ビールもワインもさらにはウイスキーもノンアルのものが出てきて、全米各地でMocktail を
提供するバーがたくさんあります。実際、友人がマンハッタンのホテルのバーで、Mocktail

を注文したので、飲ませてもらったら美味しくてびっくりしました。
　　アメリカにおけるノンアルの流れは、Zero Proof Movement（アルコール強度ゼロ運動）という形で広まりつつ
あります。ギャラップ調査によると、35歳未満の層の40％弱は殆ど飲酒をしないということです。心身の健康のため、
仲間と飲み合いながらも頭をシャープに保つため、良い睡眠を得るため、メタボ対策として・・・特に若い人の間では、
Mocktail という選択肢が大事になって来たようです。　
　Mocktail が伸びている背景には、飲酒の健康上のリスクがここ数年頻繁に報道されていることがあるでしょう。
（日本でも、厚生労働省が飲酒のリスクをまとめた初のガイドラインを発表しましたね。）筆者が長く信じてきた「赤
ワインは心臓の健康に良い」という説にも、残念ながら大きな疑問符がつけられました。友人の医師（酒好きです）
に相談すると、「時々のワイン１、２杯はOK」というので、これを信じながらも、たまにはMocktail を試そうと考
えています。                                                                                                           　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）　　　　　　　　
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ア
メ
リ
カ
に
年
内
中
に
進
出

さ
れ
る
計
画
を
お
立
て
に
な
っ

て
い
る
日
本
の
企
業
か
ら
、
ア

メ
リ
カ
で
の
人
事
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
を
最
近
い
た
だ
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
ア
メ
リ
カ

の
当
局
に
届
け
出
を
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
事
関
係
の
書

類
作
成
を
お
願
い
し
た
い
と
い

う
依
頼
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
日
本
の
事
情
に
は
あ
ま

り
詳
し
く
は
な
い
の
で
す
が
、

日
本
で
は
会
社
の
就
業
規
則
な

ど
は
ど
う
や
ら
労
基
署
（
労
働

基
準
監
督
署
）
に
提
出
す
る
義

務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ア

メ
リ
カ
で
も
日
本
の
労
基
署
に

あ
た
る
労
働
機
関
へ
の
同
様
の

書
類
提
出
が
当
然
義
務
付
け
ら

れ
て
い
る
も
の
と
の
認
識
か
ら

の
お
尋
ね
で
あ
っ
た
も
の
か
と

察
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
私
も
届
け
出
義
務
の

あ
る
Ｈ
Ｒ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
さ

て
ど
の
よ
う
な
も
が
あ
っ
た
か

を
懸
命
に
思
い
起
こ
し
て
み
よ

う
と
し
た
も
の
で
す
。
と
こ
ろ

■
『
米
商
務
省
、
37
の
中
国
事

業
体
を
輸
出
管
理
対
象
に
追

加
、
中
国
の
量
子
技
術
向
上
な

ど
に
関
与
』（
調
査
部
米
州
課

発
）
＝
米
国
商
務
省
産
業
安
全

保
障
局
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
は
5
月
9

日
、
中
国
に
拠
点
を
置
く
37
の

事
業
体
を
輸
出
管
理
規
則
（
Ｅ

Ａ
Ｒ
）上
の
エ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
・

リ
ス
ト
（
Ｅ
Ｌ
）
に
追
加
し
た

と
発
表
し
た
。
Ｂ
Ｉ
Ｓ
が
今
回

追
加
し
た
37
の
事
業
体
は
、
い

ず
れ
も
中
国
を
拠
点
と
し
て
お

り
、
中
国
政
府
に
よ
る
量
子
技

術
向
上
の
取
り
組
み
の
た
め
に

米
国
製
品
を
調
達
ま
た
は
そ
れ

を
試
み
た
と
し
て
い
る
。

■
『
米
主
要
港
、
3
月
の
小
売

業
者
向
け
輸
入
コ
ン
テ
ナ
量
は

前
月
比
1
・
4
％
減
、
今
後
増

加
の
見
通
し
も
、
消
費
者
は

慎
重
姿
勢
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

発
）
＝
全
米
小
売
業
協
会
（
Ｎ

Ｒ
Ｆ
）
と
物
流
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
の
ハ
ケ
ッ
ト
・
ア
ソ
シ

エ
イ
ツ
が
発
表
し
た
「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ポ
ー
ト
・
ト
ラ
ッ
カ
ー

報
告
」（
5
月
8
日
）
に
よ
る

と
、
3
月
の
米
国
小
売
業
者
向

け
の
主
要
輸
入
港
の
輸
入
コ
ン

テ
ナ
量
は
前
月
比
1
・
4
％

減
、
前
年
同
月
比
18
・
7
％
増

の
１
９
３
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
な
り
、

Ｎ
Ｒ
Ｆ
が
4
月
時
点
で
予
測
し

た
１
８
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
を
大
幅
に

上
回
っ
た
。
Ｎ
Ｒ
Ｆ
は
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
、
4
月
は
前

年
同
月
比
10
％
増
の
１
９
６
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
、
5
月
に
は
同
6
・
8

％
増
の
２
０
６
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
、

２
０
２
２
年
8
月
（
２
２
６
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
）
以
来
の
高
水
準
に
達

す
る
と
予
想
す
る
。

■
『
米
商
務
省
、
半
導
体
の
輸

出
管
理
強
化
を
あ
ら
た
め
て
表

明
、
対
中
輸
出
許
可
取
り
消
し

報
道
も
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）

＝
米
国
商
務
省
産
業
安
全
保
障

局
（
Ｂ
Ｉ
Ｓ
）
は
5
月
8
日
、

輸
出
管
理
の
執
行
を
担
当
す
る

マ
シ
ュ
ー
・
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド

次
官
補
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
行
わ
れ
た

半
導
体
サ
ミ
ッ
ト
で
講
演
し
た

と
発
表
し
た
。
同
次
官
補
は
、

安
全
保
障
面
に
お
け
る
半
導
体

の
重
要
性
を
強
調
し
、
中
国
や

ロ
シ
ア
へ
の
輸
出
管
理
強
化
の

必
要
性
を
訴
え
た
。

■
『
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
、
イ

ス
ラ
エ
ル
が
ラ
フ
ァ
に
侵
攻
す

る
場
合
、
武
器
提
供
し
な
い
考

え
を
表
明
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

発
）
＝
米
国
の
ジ
ョ
ー
・
バ
イ

デ
ン
大
統
領
は
5
月
8
日
、
Ｃ

Ｎ
Ｎ
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中

で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
ガ
ザ
地
区

南
部
の
都
市
ラ
フ
ァ
に
侵
攻
す

る
場
合
、
武
器
を
提
供
し
な
い

と
言
明
し
た
。
発
言
は
、
米
国

メ
デ
ィ
ア
で
従
来
よ
り
も
踏
み

込
ん
だ
発
言
と
捉
え
ら
れ
て
い

る
ほ
か
、
国
内
政
治
に
も
波
紋

を
広
げ
て
い
る
。

■
『
ジ
ェ
ト
ロ
、
調
査
レ
ポ
ー

ト
「
米
国
の
化
粧
品
関
連
市
場

動
向
を
ふ
ま
え
た
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
及
び
販
路
拡
大
へ
の
ヒ
ン

ト
」公
表
』（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）

＝
ジ
ェ
ト
ロ
は
こ
の
ほ
ど
、「
米

国
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
パ
ー
ソ
ナ

ル
ケ
ア
製
品
市
場
動
向
を
ふ
ま

え
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
及
び
販

路
拡
大
の
ヒ
ン
ト
」
を
公
表
し

た
。
同
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
米
国

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
・
パ
ー
ソ
ナ
ル

ケ
ア
製
品
市
場
規
模
を
セ
グ
メ

ン
ト
別
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
別
に

分
析
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
電

子
商
取
引
（
Ｅ
Ｃ
）
で
の
購
入

や
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
経
由

で
の
購
入
の
比
率
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
分
か

っ
た
。

　

短
信
の
詳
細
は
、
ジ
ェ
ト
ロ

北
米
ニ
ュ
ー
ス
５
月
10
日
号
を

参
照
。
問
い
合
わ
せ
は
ジ
ェ
ト

ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所
。
Ｅ
メ
ー
ル　

rept@jetro.go.jp

い
な
く
て
も
別
に
そ
れ
だ
け
で

は
法
律
上
罰
せ
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ

ら
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
持
っ
て

い
な
い
企
業
を
探
す
の
は
い
ま

ど
き
珍
し
い
と
い
っ
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
従

業
員
を
採
用
し
て
従
業
員
と
と

も
に
企
業
経
営
を
続
け
て
い
く

に
は
、
ほ
ぼ
な
く
て
は
な
ら
な

い
肝
心
要
の
必
須
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
だ
と
申
し
上
げ
ら
れ
ま
す

が
、
法
律
で
は
義
務
付
け
ら
れ

て
い
な
い
と
い
う
と
こ
ろ
が
何

と
も
奇
異
に
響
き
ま
す
。

　

で
す
が
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
も

ジ
ョ
ブ
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

も
そ
の
中
に
書
か
れ
て
あ
る
記

述
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
の
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
従
っ
て

い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
必
然
的
に
法
律
に
反
す
る

記
述
を
載
せ
る
よ
う
な
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
し
、
以
前
は
何
も

問
題
が
な
か
っ
た
記
述
で
あ
っ

て
も
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
今
年
か

ら
法
律
が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
新
し
い
法
律
に
触
れ
て

し
ま
う
記
述
に
な
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
や
ジ
ョ
ブ
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ

ョ
ン
は
法
律
で
は
必
要
な
く
と

も
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
あ
る
記

述
の
中
身
は
法
律
上
の
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
が
課
せ
ら
れ
る
て

い
る
と
い
え
る
わ
け
で
す
。

　

こ
と
ほ
ど
左
様
に
ア
メ
リ
カ

で
の
Ｈ
Ｒ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
作
成

そ
れ
自
体
は
当
局
へ
の
提
出
義

務
が
あ
っ
た
り
法
律
上
の
作
成

義
務
が
あ
っ
た
り
と
い
っ
た
縛

り
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
し
か
し
い
っ
た
ん
作
成
し

た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
は
法
律
上

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
従
う

こ
と
が
要
求
さ
れ
、
そ
こ
を
な

い
が
し
ろ
に
し
て
い
た
場
合
、

あ
と
か
ら
当
局
や
（
元
）
従
業

員
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
や
訴
訟
と

い
っ
た
手
痛
い
し
っ
ぺ
返
し
を

負
わ
さ
れ
る
潜
在
的
な
リ
ス
ク

が
つ
き
ま
と
い
ま
す
。
つ
ま
り

法
律
に
か
か
わ
ら
ず
、
企
業
経

営
を
守
る
た
め
に
は
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
の
作
成
は
避
け
て
通
る
こ

と
は
で
き
ず
、
そ
れ
ら
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
も
一
度
作
成
す
れ
ば
そ

れ
で
お
し
ま
い
と
い
う
こ
と
に

は
な
り
ま
せ
ん
。（
で
き
れ
ば

毎
年
１
回
の
）
定
期
的
な
見
直

し
を
か
け
て
み
る
と
い
う
こ
と

を
習
慣
づ
け
て
い
く
必
要
が
出

て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
を
Ｈ
Ｒ
の
専
門
部
署

が
な
い
所
帯
の
小
さ
な
日
系
企

業
で
す
べ
て
面
倒
み
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
の
は
な
か
な

か
至
難
の
業
だ
と
思
い
ま
す
。

外
部
の
信
頼
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

や
リ
ソ
ー
ス
を
上
手
に
使
う
と

い
う
選
択
肢
は
常
に
あ
り
で
は

な
い
か
と
お
考
え
に
な
っ
て
い

た
だ
き
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
お

け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
抜

か
り
の
な
い
な
い
よ
う
に
体
制

作
り
を
敷
い
て
お
か
れ
ま
す
こ

と
を
強
く
お
薦
め
し
た
い
と
存

じ
上
げ
ま
す
。
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ)

主
催
第
16
回
春
の

ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
、
Ｎ
Ｙ
日
系

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
企
画
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ラ
イ
オ
ン
ズ

大
学
：
大
人
の
教
養
講
座
シ
リ

ー
ズ
」
第
８
弾
がYouTube

で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
各
講
師

30
分
程
度
の
凝
縮
セ
ミ
ナ
ー
。

期
間
中
何
度
で
も
自
由
に
視
聴

で
き
る
。
第
３
回
目
の
今
週
号

で
は
篠
原
丈
司
氏
（
タ
イ
ム
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
講
師
）
が
「
タ
イ

ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座　

夢
を

叶
え
る
時
間
術
」
を
解
説
し
て

い
る
。

　

篠
原
さ
ん
は
、
大
分
県
出
身

で
、
１
９
９
２
年
に
三
越
に
入

社
。
２
０
０
９
年
に
社
会
保
険

労
務
士
篠
原
事
務
所
設
立
。
22

年
に
は
子
供
向
け
の
タ
イ
ム
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
普
及
す
る
協
会

も
設
立
す
る
な
ど
、
時
間
術
を

社
会
に
広
げ
る
活
動
を
通
し
て　

日
本
の
働
き
方
改
革
の
企
業
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　

篠
原
さ
ん
は
「
働
く
こ
と
が

幸
せ
に
つ
な
が
る
た
め
に
は
タ

イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
な

ス
キ
ル
と
な
る
」
と
話
す
。
１

日
の
時
間
８
万
６
４
０
０
秒
を

お
金
に
例
え
て
、
何
に
使
う
か

を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
タ
イ
ム
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
＝
時
間
術
の
定
義

を
「
本
当
に
大
切
な
こ
と
に
有

限
の
時
間
を
な
る
べ
く
多
く
使

う
技
術
だ
」
と
述
べ
た
。
第
１

フ
ェ
ー
ズ
に
「
時
間
の
使
い

道
」、
第
２
フ
ェ
ー
ズ
の
「
時

間
の
作
り
方
」
を
説
明
し
た
。

幸
せ
な
人
生
の
実
現
は
「
目
標

達
成
」
＋
「
効
率
化
」
で
成
し

得
る
と
し
、
そ
れ
に
よ
り
無
駄

な
残
業
の
削
減
、
生
産
性
の

向
上
、
業
務
改
善
能
力
の
向

上
、
夢
の
実
現
、
決
断
力
の
向

上
、
良
い
行
動
の
習
慣
化
、
ス

ト
レ
ス
減
少
、
自
己
肯
定
感
の

向
上
が
望
め
る
な
ど
と
話
し

た
。「
夢
」
を
考
え
る
上
で
大

切
な
こ
と
は
「
現
在
の
延
長
戦

で
は
考
え
な
い
こ
と
」「
全
て

が
う
ま
く
い
っ
た
ら
」「
自
分

自
身
が
幸
せ
な
状
態
」
を
イ
メ

ー
ジ
す
る
。
夢
の
実
現
に
必
要

な
３
要
素
は
（
１
）
夢
の
解
像

度
を
上
げ
る
（
２
）
視
野
を
広

げ
る
（
３
）
段
取
り
が
大
切
。

物
事
に
は
重
要
で
緊
急
な
こ
と

（
例
：
ト
ラ
ブ
ル
対
応
）、
重
要

で
そ
れ
ほ
ど
緊
急
で
な
い
こ
と

（
準
備
や
計
画
）、
緊
急
だ
が
そ

れ
ほ
ど
重
要
で
な
い
こ
と
（
お

付
き
合
い
）、
緊
急
で
も
重
要

で
も
な
い
こ
と
（
消
費
）
が
あ

る
。
緊
急
の
こ
と
ば
か
り
に
追

わ
れ
て
い
る
と
、
重
要
だ
が
急

が
な
い
こ
と
（
準
備
）
が
疎
か

に
な
る
。
そ
の
部
分
を
確
保
す

る
こ
と
が
大
切
だ
。
時
間
の
使

い
方
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
自

由
な
時
間
＝
可
処
分
時
間
を
作

り
出
す
こ
と
。
意
識
し
て
時
間

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
幸
せ

に
結
び
つ
く
自
由
な
時
間
を
作

る
こ
と
が
で
き
る
、
な
ど
と
解

説
し
た
。
動
画
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
て

公
開
中
。https://youtu.be/

SOAFr-G_2Us
夢を叶える時間術

篠原さんがタイムマネジメント講座

Ｊ
Ａ
Ａ
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア

　

パ
ー
ル
ア
ー
ト
作
家
、
上
村

栄
司
（
う
え
む
ら
・
え
い
じ
）

の
展
示
会
「
真
珠
の
芸
術
」
が 

5
月
21
日（
火
）か
ら
25
日（
土
）

ま
で
ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
マ
ッ
ク
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
５
５
２

番
地
４
階
、
４
０
１
号
、
電
話

２
１
２
・
９
２
５
・
７
０
１
７
）

で
開
催
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
は
２
年
ぶ
り
８
回
目
の
開

催
。

　

上
村
は
、 

三
重
県
南
伊
勢
で

祖
父
の
代
か
ら
真
珠
養
殖
を
営

む
３
代
目
で
、
真
珠
に
限
り
な

い
愛
情
を
注
ぎ
制
作
に
取
り
組

ん
で
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
ー
ル

ア
ー
ト
作
家
だ
。

　

身
に
着
け
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
だ

け
で
な
く
、
身
に
着
け
な
い
時

間
も
ア
ー
ト
と
し
て
楽
し
め
る

パ
ー
ル
作
品
を
次
々
に
発
表
し

て
い
る
。

　

上
村
は
「 

真
珠
は
生
物
が

作
り
出
す
唯
一
無
二
の
宝
石
。 

私
は
そ
の
真
珠
を
世
界
に
一
つ

だ
け
の
ア
ー
ト
と
し
て
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
。 

特
別
の
日

だ
け
で
な
く
、
遊
び
心
の
あ

る
、
日
常
に
溶
け
込
む
よ
う
な

パ
ー
ル
作
品
を
作
り
た
い
。
ふ

と
し
た
一
人
の
時
間
に
絵
画
の

よ
う
に
眺
め
た
り
、
家
族
や
友

人
と
の
楽
し
い
時
間
を
演
出
し

た
り
。 

そ
し
て
出
か
け
る
時

に
は
相
棒
の
よ
う
に
連
れ
出
し

て
色
々
な
場
所
で
自
身
を
輝
か

せ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
な
が
ら
、
毎
日
真
珠
と
共

に
人
生
を
歩
ん
で
い
る
」
と
話

す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
は
5
月
21
日
（
火
） 

午
後
６

時
か
ら
８
時
ま
で
。
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ト
ー
ク
は
午
後
６
時
30
分

か
ら
７
時
ま
で
。 

5
月
21
日

を
除
く
展
示
期
間
中
、
事
前
に

予
約
す
れ
ば
、
上
村
氏
に
個
別

に
応
対
案
内
し
て
も
ら
え
る
。

予
約
は
Ｅ
メ
ー
ルmfuji@

gallerymaxny.com

　

藤
島
さ

ん
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り

Gallery Max New York (４階）
入場無料
552 Broadway (bet.Prince and Spring Street / 
Intercom#9)
Room 401 New York, NY 10012
Tel.212-925-7017 Cell.917-704-1743
E-mail: mfuji@gallerymaxny.com

真
珠
の
芸
術
展

上
村
栄
司
氏
が
来
米

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｍ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
21
日
か
ら

https://www.takesushi.us/
https://hinomaru-limo.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.hondag.com
http://www.yamagatadental.net/
tel:18778852726
tel:2122136069
http://www.nyseikatsu.com
mailto:mfuji@gallerymaxny.com
https://youtu.be/SOAFr-G_2Us
mailto:mfuji@gallerymaxny.com


（9）　　 ［ローカル面］ 2024年（令和 6年）5月 18日（土）

お
酒
入
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
店

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
か
つ
コ
ン
テ
ン

ポ
ラ
リ
ー
な
カ
ク
テ
ル
と
さ
ま

ざ
ま
な
フ
レ
ー
バ
ー
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
融
合
さ
せ
た
、
ア

ー
ラ
・
メ
キ
シ
カ
ン
・
ホ
ッ
ト 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
マ
ン
ゴ
ー
・

マ
ル
ガ
リ
ー
タ
と
い
っ
た
同
店

の
定
番
を
含
む
、
酒
入
り
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
が
楽
し
め
る
。
ク

イ
ー
ン
ズ
限
定
フ
レ
ー
バ
ー
は

２
つ
。 

ア
ス
ト
リ
ア
の
ギ
リ

シ
ャ
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

ち
な
ん
だ
「Boozy Baklava

」

と
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
や
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ァ
ッ
ジ

を
使
っ
た
全
米
オ
ー
プ
ン
に

ち
な
ん
だ
サ
ン
デ
ー
「Grand 

Slammed

」。
子
供
用
に
は
ア

ル
コ
ー
ル
フ
リ
ー
の
「
バ
ー
ジ

ン
」
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
も
各
種

用
意
し
て
い
る
。

　

料
金
は
酒
入
り
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
が
１
ス
ク
ー
プ
６
ド
ル
50

セ
ン
ト
、
２
ス
ク
ー
プ
９
ド
ル

50
セ
ン
ト
。
カ
ク
テ
ル
は
14
ド

ル
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
カ
ク
テ

ル
は
16
ド
ル
、
サ
ン
デ
ー
は
18

ド
ル
50
セ
ン
ト
。
19
ド
ル
で
４

種
類
の
フ
レ
ー
バ
ー
が
楽
し
め

る
「
フ
ラ
イ
ト
」
も
あ
る
。
営

業
時
間
は
、
月
〜
木
曜
は
午
後

１
時
か
ら
10
時
、
金
〜
日
曜
は

正
午
か
ら
午
後
10
時
ま
で
。

イ
ス
ク
リ
ー
ム
店
「
テ
ィ
プ
シ

ー
・
ス
ク
ー
プ
」
が
４
日
、
ア

ス
ト
リ
ア
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

同
店
は
Ｎ
Ｙ
で
６
店
舗
目
、
ク

イ
ー
ン
ズ
で
は
初
の
オ
ー
プ
ン

と
な
る
。

　

ケ
ー
キ
・
バ
タ
ー
・
ウ
ォ

ッ
カ
・
マ
テ
ィ
ー
ニ
、
テ
キ

Tipsy Scoop
38-15 23rd Avenue　
Astoria, NY 11105
tipsyscoop.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
空
の
表
玄

関
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ

デ
ィ
国
際
空
港
の
第
４
タ
ー
ミ

ナ
ル
ロ
ビ
ー
に
、
地
球
月
間
に

ち
な
ん
だ
作
品
「
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
・
フ
ラ
イ
ト（
未
来
の
飛
行
）」

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
イ

ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
空
港

を
管
理
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
港
湾
局
が

主
催
す
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
。
Ｎ
Ｙ
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
、高
氏
奈
津
樹
（
た
か
う
じ
・

な
つ
き
）
さ
ん
が
マ
テ
リ
ア
ル

ズ
・
フ
ォ
ー
・
ジ
・
ア
ー
ツ
（
Ｍ

Ｆ
Ｔ
Ａ)

か
ら
調
達
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
作
ら
れ
て
い
る
。

Ｍ
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、
毎
年
１
５
０
万

ポ
ン
ド
以
上
の
物
資
を
埋
立
地

か
ら
転
用
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
全
域
の
芸
術
文
化
を
支
援
す

る
た
め
に
提
供
し
て
い
る
。
リ

サ
イ
ク
ル
ボ
ッ
ク
ス
、
ス
プ
ー

ン
や
フ
ォ
ー
ク
、
食
品
容
器
、

お
も
ち
ゃ
、
さ
ら
に
は
バ
ー
ビ

ー
人
形
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材
を
遊
び
心
た

っ
ぷ
り
に
組
み
合
わ
せ
た
。
コ

ケ
や
ア
ス
ト
ロ
タ
ー
フ
の
パ
ッ

チ
と
融
合
し
た
こ
の
作
品
は
、

見
る
者
に
、
捨
て
ら
れ
る
廃
棄

物
の
量
や
末
路
、
地
球
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
の
リ
サ
イ
ク
ル

と
持
続
可
能
な
取
り
組
み
の
重

要
性
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
宇

宙
船
か
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
の
よ

う
な
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
野
外

抽
象
彫
刻
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
を
手
が
け
て
き
た
高
氏
さ
ん

に
と
っ
て
は
新
た
な
挑
戦
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

　

高
氏
さ
ん
は
「
今
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
はEarth Month

に
関

連
しMaterials for the Arts

に
て
入
手
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

素
材
の
日
用
品
な
ど
を
主
に
し

て
制
作
し
、
対
照
的
な
苔
を
最

後
に
付
け
足
し
た
。
リ
サ
イ
ク

ル
や
環
境
保
護
、
飛
行
機
な
ど

今
ま
で
あ
ま
り
テ
ー
マ
に
し
た

こ
と
の
な
い
題
材
と
材
料
だ
っ

た
の
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
は
あ
っ

た
が
、
自
身
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
経
験
を
活
か
し
て
、
Ｊ
Ｆ

Ｋ
空
港
を
使
用
す
る
世
界
中
の

人
々
が
一
瞬
で
も
通
り
が
か
り

に
目
を
止
め
見
れ
ば
見
る
ほ
ど

楽
し
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
よ
う

な
作
品
に
出
来
た
ら
嬉
し
い
と

思
う
」
と
話
し
て
い
る
。

　

高
氏
さ
ん
は
早
稲
田
大
学
で

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
の
学
士
号
を
取
得
後
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
自
分
を

発
見
す
る
た
め
に
２
０
０
８
年

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
し

た
。
彼
女
の
母
も
作
家
で
あ
っ

た
が
、
触
覚
的
・
視
覚
的
表
現

を
探
求
し
た
い
と
い
う
強
い
欲

求
に
気
づ
く
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
歴
史
あ
る
美
術
学
校
、
ア
ー

ト
・
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ツ
・
リ
ー

グ
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

フ
ァ
イ
ン
・
ア
ー
ト
を
学
び
、

現
在
は
メ
タ
ル
・
ス
カ
ル
プ
チ

ャ
ー
を
教
え
る
傍
ら
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
公
園
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
局
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー

ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ワ
ー
ク
ス
・

イ
ン
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
を
主
宰
し

て
い
る
。

Photo by MFTA

Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
第
４
タ
ー
ミ
ナ
ル

高
氏 

奈
津
樹
さ
ん

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

作
品
「
未
来
の
飛
行
」
展
示

作
品
「
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
フ
ラ
イ
ト
（
未
来
の
飛
行
）」

を
制
作
中
の
高
氏
さ
ん
（Photo by M

FTA

）

 

ク
イ
ー
ン
ズ
美
術
館
は
、
受

賞
歴
の
あ
る
設
計
事
務
所

LEVENBETTS

を
、
同
美
術

館
の
大
規
模
改
修
・
拡
張
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
段
階
の
デ
ザ

イ
ン
を
監
督
す
る
事
務
所
と
し

て
選
定
し
た
こ
と
を
発
表
し

た
。
フ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
メ
ド
ウ

ズ
・
コ
ロ
ナ
・
パ
ー
ク
に
位
置

す
る
同
博
物
館
は
、
主
要
な
文

化
的
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
や
世
界

中
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
の
人
気

ス
ポ
ッ
ト
で
も
あ
る
。
そ
の
拡

張
の
核
と
な
る
の
が
新
し
い
子

供
博
物
館
の
開
発
。
こ
の
子
供

博
物
館
は
、
芸
術
と
文
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
焦
点
を
当
て
た
、
多

言
語
、
世
代
を
超
え
た
学
習
セ

ン
タ
ー
と
な
る
予
定
だ
。

クイーンズ美術館
子供博物館建設
設計事務所決定

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
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心
が
ヒ
リ
ヒ
リ
す
る
、
閉
塞

感
が
い
っ
ぱ
い
で
、
自
分
で
は

感
じ
る
こ
と
が
な
い
新
し
い
感

覚
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
現
代

の
小
説
も
い
い
の
だ
が
、
ザ
昭

和
の
よ
う
な
ミ
ス
テ
リ
小
説
を

読
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
に

は
ぜ
ひ
こ
の
一
冊
を
お
す
す
め

し
た
い
。

　

主
人
公
は
美
人
。
東
京
の
豪

邸
に
住
む
お
金
持
ち
の
家
庭
で

家
政
婦
が
い
る
。
実
は
世
間
に

は
公
表
で
き
な
い
出
生
の
秘
密

が
あ
る
。殺
人
事
件
が
発
生
し
、

事
件
は
迷
宮
入
り
か
と
思
う
も

の
の
、
ひ
と
り
の
刑
事
が
執
念

深
く
捜
査
と
い
う
王
道
の
要
素

が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
。

　

大
映
テ
レ
ビ
の
制
作
で
連
ド

ラ
か
ま
た
は
火
曜
サ
ス
ペ
ン
ス

劇
場
で
観
ら
れ
た
昭
和
の
懐
か

し
い
世
界
が
広
が
る
。

　

著
者
は
１
９
９
５
年
『
恋
』

で
直
木
賞
を
受
賞
し
た
小
池
真

理
子
氏
。
彼
女
の
本
は
未
読
で

も
名
前
は
知
っ
て
い
る
と
い
う

人
は
多
い
と
思
う
。

　

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
11

月
９
日
と
い
う
日
付
か
ら
物
語

は
始
ま
る
。
函
館
に
本
店
が
あ

る
黒
沢
製
菓
の
御
曹
司
と
銀
幕

の
女
優
の
よ
う
に
美
し
く
し
か

も
家
庭
的
な
妻
が
東
京
都
大
田

区
久
ヶ
原
の
豪
邸
で
殺
さ
れ

た
。
発
見
し
た
の
は
通
い
の
家

政
婦
、
石
川
た
づ
。
働
き
始
め

て
６
年
に
な
る
。
黒
沢
家
に
は

小
学
６
年
生
で
12
歳
に
な
る
一

人
娘
が
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
１

泊
２
日
の
学
校
の
親
睦
旅
行
で

箱
根
に
行
っ
て
い
て
無
事
だ
っ

た
。娘
の
名
前
は
黒
沢
百
々
子
。

美
少
女
だ
。

　

犯
人
に
つ
い
て
は
読
み
始
め

て
す
ぐ
に
誰
か
が
推
測
で
き

る
。
そ
れ
な
の
に
中
々
捕
ま
ら

な
い
の
に
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
ら
れ

る
が
、
本
書
は
い
わ
ゆ
る
犯
人

探
し
の
ミ
ス
テ
リ
・
サ
ス
ペ
ン

ス
小
説
で
は
な
い
こ
と
に
次
第

に
気
付
く
。
両
親
を
思
わ
ぬ
悲

劇
で
亡
く
し
て
し
ま
っ
た
黒
沢

百
々
子
の
６
歳
か
ら
還
暦
過
ぎ

ま
で
の
人
生
物
語
な
の
で
あ

る
。

　

美
し
い
か
ら
百
々
子
の
身
に

起
き
る
事
件
や
美
し
く
て
も
思

い
通
り
に
い
か
な
い
恋
の
行
方

な
ど
が
描
か
れ
る
。
そ
れ
ら

は
「
や
は
り
こ
う
来
た
か
」
と

推
測
で
き
る
範
疇
で
は
あ
る
が

「
美
人
っ
て
人
生
大
変
よ
ね
」

と
母
や
叔
母
や
親
戚
の
お
姉
ち

ゃ
ん
と
一
緒
に
お
茶
を
飲
み
お

菓
子
を
食
べ
な
が
ら
テ
レ
ビ
を

観
て
い
る
小
学
生
の
自
分
に
戻

っ
て
い
る
。
自
身
の
平
凡
な
外

見
に
安
堵
し
た
り
、
美
人
が
ゆ

え
の
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
人
生
を

羨
ま
し
い
と
思
っ
た
り
、
犯
人

探
し
し
た
り
、
会
話
が
飛
び
交

う
茶
の
間
を
思
い
出
し
過
去
を

懐
か
し
ん
だ
。

　

読
後
、
小
池
氏
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
読
む
と
主
人
公
黒
沢

百
々
子
の
数
々
の
苦
労
は
著
者

本
人
の
実
生
活
の
困
難
と
結
び

つ
い
て
い
た
と
い
う
。
昔
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
蔵
書
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
の
で
都
内
の
マ
ン
シ
ョ

ン
で
は
床
が
抜
け
る
の
で
軽
井

沢
に
家
を
建
て
た
と
い
う
の
を

読
ん
だ
記
憶
が
あ
っ
た
。
そ
の

家
が
２
０
０
８
年
に
暖
炉
の
煙

突
火
災
で
燃
え
て
し
ま
っ
て
、

そ
の
翌
年
に
父
が
亡
く
な
っ

て
、
母
も
認
知
症
が
だ
ん
だ
ん

悪
く
な
り
、
そ
れ
か
ら
こ
の
作

品
の
構
想
が
２
０
１
０
年
ご
ろ

に
浮
か
び
、
完
成
ま
で
に
10
年

と
い
う
年
月
を
費
や
し
た
と
い

う
。そ
の
間
に
母
が
亡
く
な
り
、

夫
の
藤
田
宜
永
氏
を
癌
で
亡
く

す
。「
夫
の
看
護
を
し
て
い
る

時
以
外
の
、
す
べ
て
の
時
間
を

未
完
だ
っ
た
本
作
を
書
く
た
め

に
使
っ
た
。
何
か
に
憑
依
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
必

死
だ
っ
た
。
死
に
物
狂
い
だ
っ

た
」
と
語
っ
て
い
る
。
書
き
下

ろ
し
約
７
５
０
ペ
ー
ジ
。
作
家

自
身
の
苦
し
み
と
シ
ン
ク
ロ
す

る
主
人
公
、
黒
沢
百
々
子
。
事

実
を
知
っ
て
必
死
に
我
々
読
者

を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
す
る
小
説

を
生
み
出
し
て
く
れ
た
こ
と
に

感
謝
し
た
い
。       （
山
河
藍
）

 作家と主人公の苦しみがリンクする
小池 真理子・著

 新潮文庫・刊

■ももこのまんねん日記（さくらももこ、集英社文庫）息
子とゲームをしたり、事務所のスタッフとカラオケをした
り。平凡な楽しみを味わいつつも、必ず妙なことが起こる。
新しくチャレンジしたいことは特になし、いつもの暮らし
が無事にできればいい。2018年に亡くなった人気漫画「ち
びまる子ちゃん」の作者、さくらももこの2008年秋から
2011年冬までの「巣ごもり」絵日記。■しをかくうま（九
段理江、文藝春秋）太古の時代。「乗れ！」という声に導
かれて人が初めて馬に乗った日から物語は始まる。この出
逢いによって人は限りなく遠くまで移動できるようになっ
た。人間を “今のような人間 ”にしたのは馬なのだ。芥川
賞作家が描く、馬と人類の壮大な歴史をめぐる物語。第
45回野間文芸新人賞受賞作。■捨てること、離れること
（枡野俊明、だいわ文庫）「身のまわりに溢れるモノや情報、
役割などさまざまなものが、ぎゅうぎゅうに詰め込まれて
いませんか？」と問いかける著者の曹洞宗徳雄山建功寺
住職が提案する生き方とは。「都合のいい自分」も「体裁」
もみんなおそれず捨てて離れること。シンプルな禅思考で、
人生を快適に折り返していくための生きるヒント。■しん
がりで寝ています（三浦しをん、集英社）コロナ禍にあっ
てもコロナが明けても、人気作家の目を通して描かれる「な
んてことのない日常」。雑誌「BAILA」での2019年 6月号
から約4年分の連載に、書き下ろしを加えた全55編、三浦しをんワールド
全開のエッセイ集。■ 1日 10分の哲学（大嶋仁、新潮新書）哲学は日常に
溢れている。人間が生きる意味を問うことが哲学なら、誰しもが自分なりの
哲学を生きている。さまざまなエピソードを基に哲学のエッセンスを分かり
やすく解説した、哲学ってなんだか難しそうと思う人にこそ読んでほしい、
１日10分の頭の体操。■これで暮らす（群ようこ、角川文庫）歳を重ねると、
愛用品の使い勝手が悪くなるタイミングが訪れる。御飯がおいしく炊ける土
鍋が重く感じたり、大好きな編み物で疲れてしまったり。そんな時こそもっ
と素敵な物に出会うチャンスかも。今の暮らしのサイズにぴったりな品を見
つけ出す、宝物探しのような日々を綴った生活実用エッセイ。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

さ
く
ら
も
も
こ
の
巣
ご
も
り
絵
日
記
。
人
類
と
馬
の
壮
大
な
歴
史
を
描
く
。
恐
れ
ず
に

捨
て
て
シ
ン
プ
ル
に
生
き
る
禅
思
考
と
は
。
三
浦
し
を
ん
ワ
ー
ル
ド
全
開
の
エ
ッ
セ
イ
集
。

１
日
10
分
の
頭
の
体
操
。
宝
物
探
し
の
よ
う
な
日
々
を
綴
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

い
つ
も
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
カ

エ
ル
の
ぴ
っ
ぽ
。
寂
し
く
て
眠

れ
な
い
夜
は
羊
を
数
え
ま
す
。

あ
る
夜
、
羊
を
か
ぞ
え
て
い
る

と
「
夢
の
中
を
旅
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
い
う
小
さ
な
羊
に

出
会
い
ま
す
。
ぴ
っ
ぽ
は
思
い

き
っ
て
「
一
緒
に
行
っ
て
も
い

い
？
」
と
聞
き
ま
す
。
こ
う
し

て
２
人
の
夢
の
旅
が
始
ま
り
ま

す
。
季
節
の
移
り
変
わ
り
と
と

も
に
変
化
す
る
美
し
い
風
景
の

中
で
、
空
を
飛
ん
で
み
た
い
ポ

ピ
ー
の
花
、
足
が
あ
れ
ば
外
を

見
た
い
金
魚
、
星
た
ち
と
一
緒

に
踊
っ
て
み
た
い
ク
ラ
ゲ
た
ち

と
出
会
い
ま
す
。

　

四
季
を
通
し
た
豊
か
な
自
然

の
中
に
描
か
れ
る
小
さ
な
生
き

も
の
た
ち
の
大
き
な
夢
。
ペ
ー

ジ
ご
と
に
色
鮮
や
か
で
幻
想
的

な
世
界
が
広
が
る
。
ぴ
っ
ぽ
が

こ
の
旅
で
見
つ
け
た
大
切
な
も

の
と
は
。
作
者
は
イ
タ
リ
ア
在

住
の
絵
本
作
家
・
刀
根
里
衣
さ

ん
。
本
書
は
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
児
童

書
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
「
国
際
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
賞
」
を
日
本

人
と
し
て
初
め
て
受
賞
し
た
。

２
０
１
４
年
に
発
表
さ
れ
た
刀

根
里
衣
作
の
絵
本
『
ぴ
っ
ぽ
の

た
び
』
の
英
訳
版
。　
（
高
田
）

夢
の
中
の
旅
で
見
つ
け
た
大
切
な
も
の

 『PIPPO’S JOURNEY』
文と絵・刀根 里衣
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神
話
に
よ
る
と
、
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト(

須
佐
之
男
命)

に

よ
る
ヤ
マ
タ(

大
勢)

の
オ
ロ

チ(

高
句
麗
族)

の
退
治
が
始

ま
る
や
、
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ(

櫛

名
田
比
売)

は
ス
サ
ノ
オ
の
神

通
力
に
よ
り
湯
津
爪
櫛(

ゆ
つ

つ
ま
ぐ
し)

に
変
え
ら
れ
、
ス

サ
ノ
ウ
の
髪
に
押
し
込
ま
れ
た

(

櫛
名
田
比
売
の
名
の
由
来)

。
そ
し
て
ス
サ
ノ
オ
は
、
彼
女
の

両
親
に
用
意
さ
せ
た
酒
槽(

さ

か
ぶ
ね)

に
よ
り
オ
ロ
チ
族
を

酔
わ
せ
て
隙
を
う
か
が
い
彼
ら

を
狙
い
撃
ち
す
る
。
そ
の
作
戦

に
で
た
の
は
、
ス
サ
ノ
オ
の
握

っ
て
い
た
銅
製
の
十
束
剣(

と

つ
か
の
つ
る
ぎ)

が
オ
ロ
チ
族

の
も
つ
鉄
剣
に
は
勝
ち
目
が
な

い
と
判
断
し
た
か
ら
だ
。
権
力

の
象
徴
で
あ
る
鉄
製
の
『
く
さ

な
ぎ(

草
薙)

の
剣
』
を
オ
ロ

チ
族
か
ら
手
に
入
れ
た
こ
と

は
、
や
が
て
権
威
の
伝
達
を
意

味
す
る
皇
位
継
承
の
儀
式
に
つ

か
う
３
種
の
神
器(

天
孫
降
臨

の
際
に
ア
マ
テ
ラ
ス
（
天
照
大

神
）
が
ニ
ニ
ギ
（
邇
邇
芸
命
）

に
授
け
た
宝
物
の
一
つ
と
な
る

大
き
な
意
味
合
い
を
も
つ
背
景

と
な
っ
て
い
る
。
ス
サ
ノ
ウ
が

ヤ
マ
タ
の
オ
ロ
チ
を
退
治
し
て

ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
を
妻
に
迎
え
て

出
雲
国
須
賀
の
地
に
宮
殿
を
造

り
住
み
は
じ
め
た
こ
ろ
、
大
地

か
ら
雲
が
湧
き
立
つ
の
を
見

て
『
八
雲
立
つ　

出
雲
八
重
垣　

妻
隠(

ご)

み
に　

八
重
垣
つ

く
る　

そ
の
八
重
垣
を
』
と
詠

ん
だ
歌
は
日
本
に
お
い
て
初
の

和
歌
と
な
っ
た
。
ま
も
な
く
ス

サ
ノ
オ
と
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ
の
二

神
は
、
ま
ぐ
わ
い
に
よ
っ
て
ヤ

シ
マ
ジ
ヌ
ミ
ノ
カ
ミ(

八
島
士

奴
美
神)

を
生
む
。
こ
の
神
は
、

や
は
り
オ
オ
ヤ
マ
ツ
ミ(

大
山

祇
神)

の
も
う
1
人
の
娘
で
、

ニ
ニ
ギ
の
妻
と
な
る
コ
ノ
ハ
ナ

サ
ク
ヤ
ヒ
メ(

木
花
佐
久
夜
毘

売)

の
姉
妹
の
コ
ノ
ハ
ナ
チ
ル

ヒ
メ(

木
花
知
流
比
売)

と
結

婚
し
、
や
が
て
そ
の
子
孫
が
出

雲
の
神
々

の
中
心
を

な
す
オ
オ

ク
ニ
ヌ
シ

ノ
ミ
コ
ト(

大
国
主
命)

と
な
る
。

　

そ
の
古

代
出
雲
王
国
が
あ
ら
ゆ
る
大
陸

文
化
の
上
陸
地
で
あ
り
大
和
国

に
先
立
つ
先
進
国
で
あ
っ
た
こ

と
は
『
記
・
紀
』
の
神
代
条
に

五
穀
や
蚕
の
発
祥
が
豊
葦
原
の

中
津
国
＝
出
雲
国
と
書
か
れ
て

い
る
こ
と
が
証
明
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
出
雲
勢
力
の
政
祭
一

致
の
支
配
者
は
、須
佐
之
男
命
・

大
国
主
命
・
事
代
主
神
（
大
国

主
命
の
息
子
）
な
ど
の
ク
ニ
ノ

ミ
ヤ
ツ
コ(

出
雲
国
造)

ら
で

出
雲
大
社
の
神
官
家(

千
家)

に
継
承
さ
れ
る
て
い
く
天
照
大

神
系
の
天
皇
家
よ
り
古
い
時
代

の
日
本
の
土
地
神
＝「
国
津
神
」

だ
。
一
方
で
、 

天
孫
降
臨
し
た

天
照
大
神
を
頂
点
と
す
る
神
々

は
、
伊
勢
神
宮
・
鹿
島
神
宮
・

香
取
神
宮
な
ど
に
祀
ら
れ
て
い

る
「
天
津
神
」
と
い
う
。

　

さ
て
、ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
（
株
）

か
ら
小
さ
な
櫛
に
姿
を
変
え
た

櫛
名
田
比
売
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ピ
ア
ス
豊
穣(HOUJOU)

が

で
た
。

　

津
延
美
衣

（
つ
の
べ
み

え
）
＝
Ｎ
Ｙ

州
立
大
学
Ｆ

Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会

鑑
定
士
。
運
命
学
・
自
然
医

学
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文

化
等
の
知
識
を
生
か
し
、
健
康

で
楽
し
く
感
動
的
な
人
生
を
描

く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー

ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.
com/

（株）クロスフォー　ピアス豊穣（HOUJOU）

76

山
梨
と
宝
石
「
日
本
の
神
々
『
ク
シ
ナ
ダ
ヒ
メ

(

櫛
名
田
比
売)

』
３
」
49

　

日
本
で
活
躍
し
て
い
た
芸
術

家
や
タ
レ
ン
ト
、
俳
優
が
、
自

分
の
人
生
の
新
た
な
可
能
性
に

賭
け
て
新
天
地
を
求
め
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
日
々
闘
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
日
本
の
若
者
た
ち

が
多
い
。
日
本
で
暮
ら
し
て
い

れ
ば
自
分
の
進
み
た
い
道
で
仕

事
や
生
活
が
約
束
さ
れ
て
い
た

も
の
を
わ
ざ
わ
ざ
捨
て
て
ま
で

な
ぜ
彼
ら
は
来
る
の
か
。
福
井

県
出
身
の
ダ
ン
サ
ー
で
、
フ
ロ

リ
ダ
で
開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｄ
Ａ
ナ

シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
全
米
第
一
位
、
日
本
国
内
で

も
全
日
本
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手
権

大
会
で
全
国
一
位
を
何
度
も

獲
得
し
た
宮
口
え
り
か
さ
ん

（
27)

も
そ
の
一
人
だ
。
日
本

女
子
体
育
大
学
在
学
中
か
ら
株

式
会
社
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド

が
経
営
す
る
東
京
デ
ィ
ス
ニ
ー

シ
ー
の
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
、
ク

リ
ス
タ
ル
・
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
ジ
ャ

ー
ニ
ー
、
ヴ
ィ
ラ
ン
ズ
・
ワ
ー

ル
ド
、
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
ク
リ

ス
マ
ス
な
ど
多
く
の
作
品
に
出

演
し
、
２
０
１
８
年
度
Ｔ
Ｂ
Ｓ

ド
ラ
マ
や
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
な
ど
に
出
演
す
る
な
ど
俳
優

と
し
て
も
活
躍
、
モ
デ
ル
と
し

て
も
ド
コ
モ Ahamo 

広
告
、

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
グ
ッ
ズ
の

イ
メ
ー
ジ
モ
デ
ル
な
ど
に
採
用

さ
れ
活
躍
し
て
い
た
。

　

そ
ん
な
宮
口
さ
ん
が
、

２
０
１
９
年
、
一
人
で
ア
メ
リ

カ
旅
行
に
来
て
、
Ｎ
Ｙ
の
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
立
っ
た
時
に

「
自
分
は
Ｎ
Ｙ
に
呼
ば
れ
て
い

る
。
な
ん
て
今
ま
で
の
自
分
は

小
さ
い
存
在
だ
っ
た
の
か
。
こ

こ
で
踊
り
た
い
」
と
い
う
想
い

が
胸
を
打
っ
た
。「
今
の
自
分

を
変
え
る
の
は
今
し
か
な
い
の

で
は
な
い
か
」
そ
ん
な
思
い
に

か
ら
れ
な
が
ら
大
学
を
卒
業

後
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
落
ち
着

い
た
２
０
２
２
年
９
月
に
よ
う

や
く
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

現
在
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ア

ー
ト
関
係
の
学
校
に
籍
を
置
き

な
が
ら
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ダ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
と
ス
テ
ッ
プ

ス
・
オ
ン
・
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

の
２
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
ダ
ン
ス
・

ス
タ
ジ
オ
を
か
け
も
ち
で
週
に

３
日
か
ら
４
日
の
レ
ッ
ス
ン
に

明
け
暮
れ
る
毎
日
だ
。
周
り
の

レ
ッ
ス
ン
生
た
ち
が
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
体
験
な
ど
を
話
し
て

情
報
交
換
す
る
姿
に
日
々
刺
激

を
受
け
な
が
ら
も
、
学
生
と
い

う
ス
テ
イ
タ
ス
か
ら
一
日
も
早

く
脱
却
し
て
人
前
で
踊
る
生
活

を
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
実
現

さ
せ
る
た
め
葛
藤
す
る
毎
日
で

も
あ
る
。「
こ
こ
に
来
る
前
は
、

私
は
な
ん
だ
っ
て
で
き
る
、
そ

う
思
っ
て
ま
し
た
。
で
す
が
現

実
は
、
こ
の
思
っ
て
い
た
こ
と

と
は
真
逆
で
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
す
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
事
務
所
に
履
歴
書
を
送
る

に
も
、
ま
ず
ス
テ
ー
タ
ス
を
聞

か
れ
る
。
結
果
、
何
も
で
き
な

い
自
分
の
存
在
が
悔
し
く
て
仕

方
が
な
い
。
自
分
は
な
ん
の
た

め
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
た
の

か
と
失
意
に
苛
ま
れ
る
こ
と
も

少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
時

に
自
分
を
支
え
た
の
が
高
校
時

代
の
部
活
の
顧
問
の
言
葉
。「
や

っ
て
や
れ
な
い
こ
と
は
な
い
、

や
ら
ず
に
で
き
る
わ
け
が
な

い
」
だ
。
今
で
も
こ
の
言
葉
を

忘
れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
だ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
有
償
で
踊
っ

た
り
す
る
こ
と
は
立
場
上
で
き

な
い
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

数
多
く
の
無
料
公
演
や
ス
テ
ー

ジ
公
演
の
機
会
が
あ
る
こ
と
も

知
っ
た
。
踊
り
続
け
る
こ
と
で

自
分
の
道
が
開
け
て
い
く
。
そ

う
自
分
を
一
番
に
信
じ
て
様
々

な
チ
ャ
ン
ス
に
挑
ん
で
い
く
つ

も
り
だ
。
日
本
で
の
栄
光
を
捨

て
、
海
外
で
白
紙
の
ま
っ
た
く

の
ス
ク
ラ
ッ
チ
ビ
ル
ド
か
ら
キ

ャ
リ
ア
を
作
り
出
す
、
本
人
に

は
試
練
な
話
だ
が
、
そ
ん
な
Ｚ

世
代
の
若
者
の
ラ
イ
ブ
現
在
進

行
形
の
Ｎ
Ｙ
生
活
の
姿
は
、
閉

塞
感
に
覆
わ
れ
て
い
る
現
代
の

日
本
の
若
者
た
ち
に
一
縷
の
希

み
と
勇
気
を
与
え
そ
う
だ
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

Ｚ
世
代
の
ダ
ン
サ
ー
、
た
だ
い
ま
Ｎ
Ｙ
で
奮
闘
模
索
中

ダンサー、俳優

宮口 えりかさん

https://mijikan.blogspot.com/
http://www.idocenter.com
mailto:kyoko5japan@gmail.com
https://www.myhappytummyclub.com/
http://bcnetwork.org/
http://www.ishitaniclinic.com/
http//mijikan.blogspot.com/
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Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

（
小
島
昇
校
長
）
で
は
４
日
、

同
校
教
育
相
談
員
・
バ
ー
ン
ズ

亀
山
静
子
氏
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

「
学
習
習
慣
の
促
進
：
子
ど
も

が
宿
題
を
自
分
で
進
め
る
方
法

や
促
し
方
、
練
習
を
怠
る
場
合

の
対
処
法
」
が
開
催
さ
れ
た
。

保
護
者
会
主
催
の
同
セ
ミ
ナ
ー

は
バ
ー
ン
ズ
氏
と
対
話
形
式
で

行
わ
れ
、
参
加
し
た
幼
児
部
、

初
等
部
、
中
高
等
部
の
保
護
者

は
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
子
育
て
で

直
面
す
る
課
題
や
悩
み
を
共
有

し
な
が
ら
、
日
本
語
で
の
子
供

の
関
わ
り
方
や
自
主
的
な
行
動

を
促
す
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

バ
ー
ン
ズ
氏
は
「
子
ど
も
が

自
ら
進
ん
で
や
ら
な
い
。
言
っ

て
も
や
ら
な
い
」
と
い
っ
た
問

題
に
対
し
て
、「
子
供
の
行
動

を
変
え
る
た
め
に
は
ゴ
ー
ル
は

何
か
を
明
ら
か
に
し
、
親
自
身

の
行
動
の
見
直
し
も
含
め
、
子

ど
も
が
変
わ
る
た
め
の
環
境
整

備
が
重
要
。
子
ど
も
の
や
る
気

を
促
す
た
め
に
は
、
適
度
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
が
必
要
」と
説
い
た
。

「
適
度
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
つ

い
て
は
少
し
頑
張
れ
ば
達
成
で

き
る
目
標
設
定
で
あ
り
、
達
成

感
や
成
功
体
験
を
味
わ
う
こ
と

で
、
自
ら
の
力
で
行
動
す
る
楽

し
さ
を
覚
え
て
い
く
た
め
の
も

の
で
あ
る
こ
と
と
説
明
し
た
。

　

ま
た
、
失
敗
を
恐
れ
る
子
へ

の
対
処
法
に
は
「
失
敗
を
し
て

も
こ
の
世
の
終
わ
り
で
は
な

い
。
む
し
ろ
失
敗
を
奨
励
し
、

親
の
失
敗
も
敢
え
て
示
し
て
修

正
方
法
を
学
ば
せ
る
。
間
違
い

は
修
正
で
き
る
こ
と
を
理
解
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
が
要
」
と

述
べ
、
参
加
者
は
そ
の
言
葉
に

大
き
く
頷
い
て
い
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は

「
子
ど
も
で
は
な
く
自
分
を
変

え
る
と
思
う
と
気
が
楽
に
な
っ

た
。（
バ
ー
ン
ズ
氏
自
身
も
子

育
て
を
経
験
さ
れ
た
こ
と
か

ら
）
教
育
者
と
母
の
違
う
角
度

か
ら
捉
え
、
明
確
で
分
か
り
や

す
か
っ
た
」、「
本
人
に
決
め
さ

せ
る
事
で
、
や
る
気
を
起
こ
さ

せ
、
漢
字
の
学
習
方
法
を
色
々

試
せ
る
よ
う
に
し
た
い
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

子
ど
も
の
学
習
習
慣

バ
ー
ン
ズ
さ
ん
が
講
演

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｌ
Ｉ
校

　

５
月
５
日
は
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
成
長
を
願
う
「
こ
ど

も
の
日
」。
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日

本
語
学
校
幼
稚
園
部
（
和
田
幸

子
幼
稚
園
部
部
長
）
は
、
子
ど

も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
兜
、
吹

き
流
し
、
鯉
の
ぼ
り
を
作
り
、

端
午
の
節
句
を
お
祝
い
し
た
。

鯉
の
ぼ
り
や
兜
を
飾
る
意
味
を

学
ぶ
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は

興
味
を
も
っ
て
製
作
に
取
り
組

ん
だ
。年
中
組
は
指
ス
タ
ン
プ
、

年
長
組
は
筆
を
使
っ
て
絵
の
具

で
そ
れ
ぞ
れ
の
鯉
の
ぼ
り
に
カ

ラ
フ
ル
な
色
を
塗
っ
た
。
さ
ら

に
大
き
な
新
聞
紙
、
包
装
紙
を

持
ち
寄
り
、
先
生
の
指
示
に
従

っ
て
兜
を
作
成
し
た
。
兜
が
大

き
す
ぎ
て
顔
が
す
っ
ぽ
り
隠
れ

て
し
ま
い
そ
う
な
子
ど
も
も
い

て
、そ
の
姿
は
愛
ら
し
か
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
の
創
造
力
と
成
長

を
祝
福
す
る
取
り
組
み
と
な
っ

た
。

 

プリンストン日本語学校
幼稚園部で

こどもの日楽しむ

　

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校

（
横
澤
広
美
校
長
）は
５
日
、「
こ

ど
も
の
日
」
を
お
祝
い
し
、
校

舎
内
と
校
庭
に
こ
い
の
ぼ
り
30

匹
を
飾
っ
た
。
今
年
は
授
業
日

と
も
重
な
り
、
朝
礼
で
横
澤
校

長
が
、
こ
ど
も
の
日
に
か
か
わ

る
飾
り
や
食
べ
物
、
風
習
な
ど

を
写
真
で
説
明
し
た
。
な
か
に

は
初
め
て
五
月
飾
り
を
見
る
子

ど
も
も
い
て
、
大
き
な
歓
声
が

上
が
っ
て
い
た
。
朝
礼
の
最
後

は
、
保
護
者
と
と
も
に
全
員
で

「
こ
い
の
ぼ
り
」
と
「
せ
い
く

ら
べ
」
を
歌
い
、
集
合
写
真
を

撮
っ
て
締
め
く
く
っ
た
。
そ
の

後
の
授
業
で
は
4
年
生
が
新
聞

紙
で
兜
を
つ
く
る
な
ど
工
夫
す

る
姿
も
あ
り
、
昼
休
み
に
こ
い

の
ぼ
り
の
前
で
は
し
ゃ
ぐ
子
ど

も
た
ち
の
様
子
が
印
象
的
で
あ

っ
た
。
同
校
で
は
今
後
も
日
本

の
文
化
や
風
習
を
多
く
取
り
入

れ
た
教
育
活
動
を
行
い
、
米
日

及
び
世
界
の
架
け
橋
と
な
る
子

ど
も
た
ち
の
育
成
に
努
め
て
い

く
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
Ｎ

Ｊ
校
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
部
門

（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク

リ
フ
ス
、岡
本
学
園
長
）
は
「
に

ち
よ
う
び
は
に
ほ
ん
ご
で
あ
そ

ぼ
」
を
開
催
し
た
。
子
ど
も
の

日
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
鯉
の
ぼ
り
製
作
や
鯉
の
ぼ

り
を
テ
ー
マ
に
し
た
運
動
、
柏

餅
を
全
員
で
食
べ
た
。
子
ど
も

た
ち
は
普
段
見
る
こ
と
の
な
い

兜
や
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
に
興
味

津
々
の
様
子
だ
っ
た
。
ま
た
、

保
護
者
も
ア
メ
リ
カ
で
本
格
的

な
日
本
の
文
化
を
体
験
で
き
る

こ
と
に
驚
い
て
い
た
。

　

子
ど
も
の
日
で
あ
る
こ
の
日

は
12
家
族
21
人
が
参
加
し
活
動

を
行
っ
た
。
鯉
の
ぼ
り
製
作
を

先
生
が
説
明
し
て
い
る
際
、
子

に
ち
よ
う
び
は
に
ほ
ん
ご
で

子
ど
も
の
日
イ
ベ
ン
ト

ど
も
た
ち
は
畳
の
上
に
座
っ
て

先
生
が
や
る
こ
と
に
目
を
キ
ラ

キ
ラ
さ
せ
な
が
ら
見
つ
め
て
い

た
。
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち
が

自
分
で
選
ん
だ
色
の
紙
に
思
い

思
い
の
鱗
の
折
り
紙
を
貼
っ
た

り
、
カ
ラ
フ
ル
に
色
を
塗
っ
た

り
し
て
、
世
界
で
１
つ
だ
け
の

鯉
の
ぼ
り
を
製
作
し
た
。
保
護

者
も
一
緒
に
製
作
を
し
た
。
完

成
し
た
鯉
の
ぼ
り
を
持
っ
て
、

満
足
気
に
保
護
者
に
見
せ
た

り
、
友
達
同
士
で
見
せ
合
っ
た

り
し
た
。
運
動
で
は
、
全
員
で

体
育
室
に
移
動
し
て
マ
ッ
ト
に

登
っ
た
り
、
大
き
な
鯉
の
ぼ
り

で
玉
入
れ
を
し
た
り
と
子
ど
も

た
ち
は
大
興
奮
だ
っ
た
。
玉
入

れ
で
は
、
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
を

横
に
広
げ
、
口
の
部
分
に
お
手

玉
を
投
げ
入
れ
た
。「
鯉
の
ぼ

り
が
お
手
玉
食
べ
て
る
」
と
子

ど
も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
た
。

デンバー日本語
補習学校で

こどもの日祝う

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
https://miray109.com/
tel:2014616502
tel:2122136069
http://www.betteratmath.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

２. アメリカン・スクールに
ついて（１）

　

今
月
か
ら
は
日
本
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
詳

細
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
送
り
し
ま

す
。
実
際
に
子
供
が
日
本
の
ア

メ
リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
通
っ

た
保
護
者
や
そ
の
卒
業
生
に
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
お
話
を

聞
き
ま
し
た
。
第
一
回
は
ア
メ

リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
は
他
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー

ル
と
は
ど
う
違
う
の
か
、
学
習

の
中
身
や
生
徒
ら
は
ど
う
い
っ

た
子
ら
な
の
か
に
焦
点
を
当
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

筆
者
：
ま
ず
日
本
で
は
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル

は
全
国
に
数
多
く
存
在
す
る
と

い
う
認
識
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ

ン
・
ス
ク
ー
ル
の
情
報
は
少
な

い
で
す
ね
。

　

保
護
者
：
は
い
、
ア
メ
リ
カ

ン
・
ス
ク
ー
ル
は
も
と
も
と
米

国
企
業
か
ら
日
本
駐
在
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
家
族
の
子
女

の
た
め
の
学
校
で
す
の
で
、
数

は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
基
本
的

に
は
由
緒
あ
る
ア
メ
リ
カ
ン
・

ス
ク
ー
ル
は
東
京
に
一
校
の
み

存
在
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　

筆
者
：
そ
う
で
す
か
。
ア
メ

リ
カ
ン
・
ス
ク
ー
ル
は
米
国
の

日
本
人
駐
在
家
族
の
子
女
が
日

本
人
学
校
に
通
う
ケ
ー
ス
の
ア

メ
リ
カ
人
版
と
い
う
こ
と
で
す

ね
。
例
え
ば
入
学
や
転
入
す
る

に
あ
た
っ
て
、
ど
う
い
っ
た
事

柄
が
必
須
と
な
る
の
で
し
ょ

う
？
米
国
市
民
で
な
い
と
受
け

入
れ
て
も
ら
え
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　

保
護
者
：
私
の
子
供
ら
は
米

国
・
日
本
両
国
籍
を
持
っ
て
い

ま
す
が
、
他
の
生
徒
ら
に
は
非

米
国
市
民
も
い
ま
し
た
。
例
え

ば
日
本
人
の
帰
国
子
女
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
人
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

人
の
子
女
な
ど
、
国
籍
は
関
係

な
い
よ
う
で
す
。
学
年
は
幼
稚

園
か
ら
高
３
ま
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
英
語
の
能
力
が
低
い

と
入
れ
な
い
で
す
し
、
学
年
が

上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
成
績
が

重
視
さ
れ
ま
す
。
極
端
な
例
で

は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
関
係
の
子

供
で
も
成
績
が
悪
い
と
実
際
転

入
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
習

っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学

習
の
レ
ベ
ル
が
非
常
に
高
く
、

Ｉ
Ｂ
と
違
う
点
は
例
え
ば
リ
サ

ー
チ
や
応
用
実
践
的
な
要
素
が

中
心
に
周
る
の
で
は
な
く
、
知

識
の
基
礎
や
論
理
の
土
台
を
か

な
り
し
っ
か
り
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ

し
て
、
そ
の
土
台
の
上
に
成
り

立
つ
も
の
と
し
て
リ
サ
ー
チ
な

ど
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
伸
ば
す

課
題
が
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

も
ち
ろ
ん
Ｉ
Ｂ
同
様
に
、
様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
試
験
、
ス

ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

で
非
常
に
多
忙
と
な
り
ま
す
。

　

筆
者
：
な
る
ほ
ど
、
ど
ち
ら

か
と
言
う
と
ア
メ
リ
カ
国
内
の

伝
統
的
な
教
育
法
に
近
い
で
す

ね
。
レ
ベ
ル
が
高
い
と
い
う
の

は
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
と
こ

ろ
が
で
す
か
？

　

保
護
者
：
実
際
、
東
京
に
駐

在
で
来
ら
れ
て
い
る
米
国
人

は
、
や
は
り
大
企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ

で
あ
っ
た
り
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ク

ラ
ス
の
方
が
多
く
、
必
然
的
に

ご
自
身
の
教
育
も
高
い
で
す

し
、
子
供
ら
へ
の
教
育
熱
も
非

常
に
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
授
業
料
も
高
額
で
す
が
、

こ
う
い
っ
た
駐
在
の
方
々
は
授

業
料
の
補
助
を
企
業
か
ら
受
け

て
い
る
家
族
が
多
い
で
す
。
で

す
の
で
、
例
え
ば
教
育
レ
ベ
ル

が
あ
ま
り
高
く
な
い
州
か
ら
来

ら
れ
て
い
る
駐
在
の
方
も
、
東

京
に
赴
任
に
な
っ
た
恩
恵
で
こ

の
レ
ベ
ル
の
学
校
に
子
供
を
通

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い

う
こ
と
を
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
米
国
に
住
ん
で
い
た
ら
入

れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
素
晴
ら

し
い
大
学
に
も
合
格
で
き
た
よ

う
で
し
た
。

　

筆
者
：
も
と
も
と
エ
リ
ー
ト

な
ご
家
庭
が
集
ま
っ
て
い
る
と

い
う
状
況
で
、
競
争
も
激
し
そ

う
で
す
ね
。　
　
　
（
つ
づ
く
）

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

内
容
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
採
用
し
て
い
る

の
で
、
一
般
的
に
ア
メ
リ
カ
の

学
校
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
し
て
通

う
の
と
同
様
だ
と
考
え
て
く
だ

さ
い
。
例
え
ば
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー
ル
で
は
、
一

つ
の
国
に
焦
点
を
当
て
て
長
期

間
そ
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
珍

し
い
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
ン
・

ス
ク
ー
ル
で
は
米
国
の
歴
史
は

も
ち
ろ
ん
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
西
洋
中
心
の
視
点
に
な
り
が

ち
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

ん
昨
今
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
内
容

も
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

筆
者
：
と
い
う
こ
と
は
、
先

月
ま
で
の
コ
ラ
ム
に
も
詳
し
く

書
い
た
の
で
す
が
、
多
く
の
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ス
ク
ー

ル
が
取
り
入
れ
て
い
る
Ｉ
Ｂ

（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
バ

カ
ロ
レ
ア
）
は
全
く
関
係
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

保
護
者
：
は
い
、
ア
メ
リ
カ

ン
・
ス
ク
ー
ル
で
は
Ｉ
Ｂ
は
行

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
小
学
部
（
Ｎ
Ｊ
州
イ

ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
・
ク
リ
フ
ス
、

学
園
長
岡
本
徹
）
は
、
毎
週
金

曜
日
に「
一
日
集
中
英
語
の
日
」

を
実
施
し
て
い
る
。
現
地
校
さ

な
が
ら
に
朝
の
会
か
ら
下
校
ま

で
英
語
科
教
師
が
各
ク
ラ
ス
の

担
任
と
な
り
、
丸
一
日
（
６
コ

マ
）
英
語
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
学
ぶ
。

　

午
前
中
は
レ
ベ
ル
別
に
語
学

ス
キ
ル
の
強
化
と
社
会
・
理
科

な
ど
の
教
科
の
学
習
。
午
後
は

学
年
ご
と
に
、
ア
ー
ト
、
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｍ
、P.E. & Health

の
３
分

野
に
分
か
れ
、
週
替
わ
り
で
学

齢
に
合
っ
た
内
容
の
活
動
型
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
て
い
る
。
特

に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
時
間
に
は
、

子
ど
も
達
が
考
え
た
り
、
創
造

し
た
り
、
問
題
を
解
決
し
た
り

す
る
ス
キ
ル
を
意
識
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
最
初
の
低
学
年
の
Ｓ

Ｔ
Ｅ
Ｍ
の
授
業
で
は
、
花
の
一

生
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
種
か
ら

始
ま
っ
て
実
を
結
ぶ
ま
で
の
花

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
、
先
生

の
指
示
を
聞
き
な
が
ら
順
に
画

用
紙
に
描
い
て
い
っ
た
。
さ
ら

に
「
花
は
ど
う
や
っ
て
咲
く

の
？
」
と
い
う
疑
問
を
持
ち
、

花
が
開
花
す
る
た
め
に
必
要
な

条
件
を
考
え
、
紙
で
花
び
ら
を

作
り
、
水
に
浮
か
べ
て
花
が
咲

く
実
験
を
し
た
。
高
学
年
の
授

業
で
は
「
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ

ー
は
な
ぜ
速
い
の
？
」
と
い
う

疑
問
に
答
え
る
た
め
に
、
紙
で

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
レ
ー

ル
を
制
作
し
、
高
さ
を
変
え
な

が
ら
ビ
ー
玉
を
転
が
し
て
高
さ

と
動
力
の
関
係
に
つ
い
て
考
察

し
た
。

　

全
日
制
は
日
本
語
を
重
視
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で

あ
る
が
、
Ｎ
Ｊ
全
日
制
小
学
部

で
は
週
に
10
時
間
の
英
語
教
育

を
導
入
し
、
本
学
園
の
児
童
と

実
態
に
沿
っ
た
独
自
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
Ｎ
Ｙ
育
英
ク
ロ
ス
メ
ソ
ッ

ド
」
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
導

入
し
て
14
年
目
と
な
る
ク
ロ
ス

メ
ソ
ッ
ド
と
と
も
に
、
小
学
部

の
メ
ソ
ッ
ド
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移

行
で
き
る
よ
う
、
幼
児
部
に
お

い
て
も
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
時
間

を
設
け
て
い
る
。 

　

ハ
ン
タ
ー
・
カ
レ
ッ
ジ
の
日

本
語
・
日
本
文
化
の
専
攻
学
科

（
マ
ー
ヤ
ン
・
バ
ル
カ
ン
・
ダ

ィ
レ
ク
タ
ー
）
は
９
日
、
今
年

度
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
各
分
野
で
活

動
す
る
日
本
人
を
訪
問
し
て
日

本
文
化
と
日
本
語
の
研
究
学
習

を
ま
と
め
た
発
表
会
を
開
催
し

た
。
通
訳
、
人
権
保
護
活
動
、

医
療
、
日
本
語
教
育
、
総
領
事

館
文
化
活
動
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ペ
ー
パ
ー
と

し
て
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
な
ど
に
つ

い
て
学
生
の
調
査
研
究
レ
ポ
ー

ト
を
発
表
し
た
も
の
。
同
大
学

の
日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

１
９
８
６
年
に
設
立
さ
れ
約

１
３
０
０
人
余
り
が
日
本
文
化

を
学
ん
で
い
る
。
２
０
２
３
年

に
単
位
を
習
得
で
き
る
専
攻
学

科
が
設
立
さ
れ
以
来
、
日
本
語

の
読
み
書
き
、
翻
訳
、
会
話
な

ど
の
語
学
コ
ー
ス
に
加
え
、
日

本
の
歴
史
、
文
学
、
演
劇
、
伝

統
文
化
、
現
代
文
化
、
茶
道
な

ど
の
文
化
コ
ー
ス
も
提
供
し
て

い
る
。

ハ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
で

日
本
文
化
研
究
発
表
会

金曜日は英語に集中
NY育英学園全日小学校

https://japaneseschool.org
http://http://ymcatfv.org/
https://www.interschool-jp.com/
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
号
に
て

発
表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に

よ
る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル
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僕
が
生
ま
れ
た
家
は
海
ま

で
歩
い
て
十
五
分
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
に
引
っ
越
し
て
き

て
か
ら
も
ビ
ー
チ
が
あ
る
街

に
住
ん
で
い
ま
す
。
家
族
全

員
海
が
大
好
き
な
の
で
、
何

気
な
い
日
に
海
を
見
に
出
か

け
た
り
、
わ
ざ
わ
ざ
海
沿
い

の
道
を
通
っ
て
目
的
地
ま
で

行
く
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
恐
竜
が
好

き
だ
っ
た
僕
は
、
地
球
上
の

進
化
に
お
い
て
海
が
深
く
関

わ
っ
て
き
た
こ
と
を
尊
く
感

じ
て
き
ま
し
た
。
海
は
ま
だ

解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

多
く
、
少
し
怖
い
側
面
も
あ

り
ま
す
。
で
も
そ
ん
な
海
の

こ
と
を
少
し
ず
つ
で
も
知
り

た
い
と
考
え
た
今
年
は
念
願

だ
っ
た
海
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
最
初
に
参
加
し
た
キ

ャ
ン
プ
は
一
週
間
の
オ
ー
バ

ー
ナ
イ
ト
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

家
と
同
じ
州
で
す
が
、
車
で

一
時
間
離
れ
た
場
所
で
、
気

温
も
家
よ
り
約
三
度
高
め
で

し
た
。

　

僕
た
ち
は
大
船
や
小
舟
に

交
代
で
乗
り
込
み
、
島
へ
行

き
ま
し
た
。
海
水
を
す
く
っ

て
、
酸
素
や
二
酸
化
炭
素
が

ど
の
ぐ
ら
い
含
ま
れ
て
い
る

か
を
化
学
薬
品
や
器
具
を
使

っ
て
調
べ
た
り
、
水
の
汚
れ

具
合
を
測
る
装
置
で
調
べ
た

り
し
ま
し
た
。
僕
が
見
た
だ

け
で
は
き
れ
い
か
ど
う
か
は

判
断
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
は
き
れ
い
だ

と
言
っ
て
い
て
安
心
し
ま
し

た
。
ま
た
パ
ー
ト
ナ
ー
と
二

人
で
網
を
沈
め
て
ビ
ー
チ
ま

で
戻
る
地
引
網
を
し
て
、
魚

が
網
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る

の
を
手
に
感
じ
ま
し
た
。
シ

ル
バ
ー
サ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ

と
い
う
日
本
で
い
う
イ
ワ
シ

や
ミ
ノ
ー
が
百
匹
つ
れ
て
、

魚
の
体
の
銀
色
が
太
陽
に
照

ら
さ
れ
て
す
ご
く
き
れ
い
で

し
た
。

　

僕
が
す
ご
く
興
味
を
持
っ

た
こ
と
の
一
つ
が
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
で
す
。
船
か
ら
大
き
な

ネ
ッ
ト
を
海
に
投
げ
込
み
、

サ
ン
プ
ル
ホ
ル
ダ
ー
で
採
集

し
ま
す
。
引
き
上
げ
て
船
の

上
で
瓶
に
移
し
、
瓶
の
中
を

見
て
み
る
と
ほ
こ
り
の
よ
う

な
小
さ
な
生
き
物
が
ち
ら
ち

ら
泳
い
で
ま
し
た
。
研
究
室

に
戻
っ
て
顕
微
鏡
で
観
察
す

る
と
、
一
回
の
顕
微
鏡
で
見

え
る
範
囲
に
二
十
七
個
の
多

種
類
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
い

ま
し
た
。
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
中
で
も
す
ご
く
早
く
動

く
も
の
、
反
対
に
す
ご
く
遅

く
動
く
も
の
、
動
か
な
い
植

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
も
い
ま
し

た
。
少
し
の
海
水
の
中
に
い

る
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
小
さ
な
体
で

食
物
連
鎖
を
支
え
て
い
る
の
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「
海
の
博
士
に
な
り
た
い
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齋
藤
　
風
翔

　

お
か
あ
さ
ん
の
こ
と
が
大
す

き
す
ぎ
て
、し
か
た
な
い
で
す
。

お
か
あ
さ
ん
は
い
っ
つ
も
お
ど

っ
て
て
、
や
さ
し
い
で
す
。
お

か
あ
さ
ん
は
い
つ
も
い
ろ
ん
な

こ
と
ば
を
た
の
し
く
し
て
く
れ

ま
す
。
い
ち
ば
ん
だ
い
す
き
な

も
の
は
、
お
か
あ
さ
ん
と
ギ
ュ

ー
す
る
こ
と
で
す
。
マ
マ
は
い

っ
つ
も
ひ
よ
に
や
さ
し
く
し
て

く
れ
ま
す
。
お
か
あ
さ
ん
の
こ

と
が
大
大
大
す
き
で
す
。

　

お
と
う
さ
ん
も
す
ご
く
や
さ

し
い
で
す
。
お
と
う
さ
ん
は
て

ん
さ
い
だ
し
、
え
を
か
く
の
が

じ
ょ
う
ず
で
す
。
お
と
う
さ
ん

は
い
そ
が
し
い
の
に
、
た
ま
に

お
ね
が
い
し
た
ら
お
ま
ま
ご
と

を
し
て
く
れ
ま
す
。
い
っ
つ
も

し
ご
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
お
と
う
さ
ん
の
こ
と
も
大

大
大
す
き
で
す
。

 

お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
お
と
う
と

も
大
大
大
す
き
で
す
。
わ
た
し

の
か
ぞ
く
は
す
て
き
で
す
。

　
　
　
　
（
滞
米
２
年
７
か
月
）

  「運動会を振り返って」
　　　　　　　ニューヨーク日本人学校中３

　　　　　　　　　　　　　　　小池　志歩

だ
な
と
驚
き
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
プ
に
行
く
前
は
、

初
め
て
家
族
か
ら
離
れ
て
初

め
て
の
場
所
に
行
く
の
が
不

安
で
し
た
が
、
最
終
日
に
は

も
っ
と
も
っ
と
続
い
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
家
に
帰

っ
て
か
ら
キ
ャ
ン
プ
の
事
を

色
々
家
族
に
話
す
と
、
父
が

「
週
末
に
近
く
に
釣
り
に
行
っ

て
み
よ
う
か
。」
と
言
い
ま
し

た
。
僕
は
い
つ
も
買
い
物
が

退
屈
で
好
き
で
は
な
い
け
れ

ど
、
釣
り
用
品
の
お
店
に
行

く
と
キ
ャ
ン
プ
で
使
っ
て
い

た
針
や
錘
が
あ
っ
て
す
ご
く

楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。「
イ
カ
は
魚
の
ポ
テ
ト
チ

ッ
プ
ス
だ
よ
。」
と
僕
が
父
に

教
え
る
と
父
は
驚
き
な
が
ら
、

餌
用
の
イ
カ
を
買
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
日
は
も
う
夕

方
だ
っ
た
の
で
、
次
の
日
ま

だ
太
陽
が
昇
っ
て
い
な
い
時

間
に
近
く
の
海
に
釣
り
に
行

き
ま
し
た
。
父
は
物
知
り
だ

け
ど
、
釣
り
の
事
は
僕
の
方

が
い
ろ
い
ろ
教
え
て
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
も
家
族
で
釣
り
に
行
っ
た

り
、
海
水
を
取
っ
て
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
を
調
べ
た
り
し
ま
し

た
。
そ
し
て
二
週
間
後
に
は

家
の
近
く
の
海
の
キ
ャ
ン
プ

に
も
参
加
し
て
、
今
度
は
セ

ー
リ
ン
グ
を
沢
山
練
習
し
て

海
の
事
が
も
っ
と
大
好
き
に

な
り
ま
し
た
。
次
に
海
の
キ

ャ
ン
プ
に
行
く
日
ま
で
も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
研
究

し
て
、
知
識
を
身
に
付
け
て

お
き
た
い
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
４
年
５
か
月
）

　

二
年
生
で
が
ん
ば
っ
た
こ

と
は
学
園
さ
い
で
す
。
み
ん

な
で
ド
ラ
え
も
ん
の
げ
き
を

や
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
人
前
に
立
つ
の
が

苦
手
で
、
去
年
は
れ
ん
し
ゅ

う
よ
り
も
声
が
小
さ
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で

今
年
は
、
学
校
で
の
れ
ん
し

ゅ
う
に
加
え
て
、
家
で
も
毎

日
大
き
な
声
で
セ
リ
フ
を
読

み
ま
し
た
。
体
育
か
ん
に
お

客
さ
ん
が
い
て
、
自
分
が
ス

テ
ー
ジ
の
上
に
い
る
こ
と
を

そ
う
ぞ
う
し
な
が
ら
れ
ん
し

ゅ
う
し
ま
し
た
。

　

本
番
で
は
す
こ
し
き
ん
張

し
ま
し
た
が
、
大
き
な
声
で

自
し
ん
を
も
っ
て
が
ん
ば
れ

ま
し
た
。
そ
の
け
っ
か
、
家

ぞ
く
が
た
く
さ
ん
ほ
め
て
く

れ
て
、
と
て
も
し
あ
わ
せ
な

気
も
ち
に
な
り
ま
し
た
。
苦

手
な
こ
と
か
ら
に
げ
ず
に
が

ん
ば
る
こ
と
は
、
と
て
も
気

も
ち
が
よ
い
こ
と
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

ド
ラ
え
も
ん
の
台
本
は
、

中
西
先
生
が
ぼ
く
た
ち
の
た

め
に
作
っ
て
く
れ
た
も
の
で

す
。
そ
の
中
に
、「
は
な
れ
ば

な
れ
に
な
っ
て
も
ず
っ
と
友

だ
ち
だ
よ
。」
と
い
う
セ
リ
フ

が
あ
り
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
の

学
校
は
日
本
に
帰
国
す
る
子

や
現
地
校
に
転
校
す
る
子
が

多
い
の
で
、
こ
の
セ
リ
フ
が

と
て
も
心
に
ひ
び
き
ま
し
た
。

大
人
に
な
っ
て
、
先
生
や
ク

ラ
ス
の
み
ん
な
と
あ
つ
ま
っ

て
、
こ
の
げ
き
の
動
画
を
見

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
２
年
11
か
月
）

　

私
に
と
っ
て
G
J
S
で
の

最
初
で
最
後
の
運
動
会
は
、

中
学
校
生
活
最
後
の
運
動
会

で
も
あ
り
、
心
に
深
く
刻
ま

れ
る
大
切
な
思
い
出
と
な
り

ま
し
た
。
芝
生
の
上
で
の
運

動
会
は
初
め
て
で
し
た
が
、

自
然
豊
か
な
場
所
で
思
い
っ

き
り
走
っ
た
り
、
音
楽
に
の

っ
て
踊
っ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
気
持
ち
よ
か

っ
た
で
す
。

 　
最
近
は
あ
ま
り
体
を
動
か

す
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、

練
習
が
大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
他
学
年
と
一
緒

に
走
っ
た
り
、
バ
ト
ン
を
つ

な
い
だ
り
、
楽
し
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
ダ

ン
ス
や
集
団
行
動
の
練
習
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、

つ
い
て
い
け
る
か
不
安
な
点

も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
家

で
練
習
し
た
り
、
学
校
で
皆

で
練
習
し
た
り
し
て
、
だ
ん

だ
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
、
大
き
な
達
成
感
を

感
じ
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
運
動
会
の
練
習
や

準
備
の
と
き
か
ら
、
後
輩
と

話
す
機
会
が
多
く
あ
り
、
中

等
部
内
で
も
関
係
を
築
く
こ

と
が
で
き
た
こ
と
も
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
こ
の
よ
う
な
、

学
年
を
超
え
た
交
流
や
絆
が

生
ま
れ
、
受
け
継
が
れ
て
い

く
と
こ
ろ
が
G
J
S
の
素
敵

な
と
こ
ろ
だ
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
ま
さ
に
、
今
年
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
思
い

を
紡
ぐ
〜
A
n
o
t
h
e
r 

H
i
s
t
o
r
y
」
の
通
り

の
運
動
会
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

G
J
S
で
の
初
め
て
の
運

動
会
は
、
思
っ
て
い
た
よ
り

ず
っ
と
楽
し
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
最
高
学
年
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
持
っ
て

自
分
の
役
割
を
担
っ
て
い
る

同
級
生
の
姿
に
、
私
は
大
き

な
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
が
応
援
団
長
や
係
の

リ
ー
ダ
ー
、
そ
し
て
係
の
一

員
と
し
て
運
動
会
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
全
力
で
臨
む
姿
が
、

周
り
の
児
童
生
徒
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
皆
を
励
ま
し

て
く
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
私
自
身
は
、
チ
ー
ム

を
率
先
し
て
引
っ
張
る
よ
り

も
裏
方
と
し
て
仲
間
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
方
が
得
意
な
の
で
、

そ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
貢
献

し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
会
で
の
経
験
は
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て

大
き
な
糧
に
な
っ
て
く
れ
る

と
感
じ
ま
す
。
私
の
で
き
る

こ
と
、
得
意
な
こ
と
、
自
信

の
あ
る
こ
と
を
一
つ
で
も
多

く
見
つ
け
、
そ
れ
を
発
揮
し

て
、
周
り
の
人
の
支
え
に
な

り
た
い
で
す
。
良
か
っ
た
と

こ
ろ
も
、
反
省
点
も
心
に
留

め
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。

　
　
　

   　
　
（
滞
米
４
か
月
）

「
二
年
生
で
一
番
の
思
い
出
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
い
　
か
ん
太

  「かぞくのこと」
　　　　　ニュージャージー州キッズ国際学園小２

　　　　　　　　　　　　　　　川ばた　日和

し
た
り
、
大
声
で
笑
い
あ
っ

た
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
年
生
が
始
ま
っ
た
４
月

の
僕
は
自
信
を
持
て
ず
に
い

ま
し
た
。
で
も
今
は
自
信
が

つ
い
て
い
ま
す
。
授
業
中
に

手
を
た
く
さ
ん
挙
げ
る
よ
う

に
も
な
り
ま
し
た
。
答
え
が

わ
か
っ
た
り
、
自
分
の
考
え

を
み
ん
な
に
伝
え
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

５
年
生
、
楽
し
か
っ
た
よ
。

み
ん
な
、
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
　
　

  　
（
滞
米
５
年
）

　

「
み
ん
な
、
あ
り
が
と
う
」

　
　
　

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
彰
吾

　

僕
は
５
年
生
に
な
っ
て
補

習
校
に
来
る
こ
と
が
楽
し
く

な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
多

く
の
友
だ
ち
が
で
き
た
か
ら

で
す
。
み
ん
な
で
外
遊
び
を

http://www.newjersryjapaneseschool.org
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郊
外
の
雰
囲
気
を
満
喫
で
き
る
ベ
イ
サ
イ
ド

　
　

ベ
イ
サ
イ
ド
は
、
ク
ー
ン
ズ
の
北
東
に
あ
る
南
北
に
広

が
る
地
区
で
、
南
半
分
の
エ
リ
ア
に
は
、
緑
の
オ
ア
シ
ス
、

カ
ニ
ン
グ
ハ
ム
パ
ー
ク
、
ア
リ
ー
ポ
ン
ド
パ
ー
ク
と
い
う
Ｎ

Ｙ
市
に
管
理
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
公
園
が
あ
る
。
ト
レ
イ
ル
、

バ
イ
ク
レ
ー
ン
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

も
あ
り
周
辺
は
閑
静
で
、
緑
豊
か
な
環
境
に
あ
る
一
戸
建
て

の
住
宅
地
、
コ
ー
プ
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
が
数
多
く
あ
る
。
ロ

ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ウ
ェ
ー
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ウ
ェ
ー
、
ク
リ
ア
ビ
ュ
ー
な
ど
の
高
速
道
路

に
近
く
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
へ
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
の
路
線

が
幾
つ
も
あ
る
便
利
な
地
区
で
、
Ｎ
Ｙ
市
内
で
も
優
良
学
区

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
子
供
の
い
る
家
族
の
移
転
地

と
し
て
も
推
薦
で
き
る
地
区
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の
地
区
で
有
名
な
46
エ
ー
カ

ー
の
土
地
に
広
が
る
ウ
ィ
ン

ザ
ー
パ
ー
ク
と
い
う
デ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト
に
あ
る
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
付
き
６
階
建
て
ビ

ル
に
あ
る
角
部
屋
、
８
０
０

平
方
フ
ィ
ー
ト
の
ワ
ン
ベ
ッ

ド
ル
ー
ム
の
コ
ー
プ
。
２
方

向
に
窓
が
あ
る
た
め
明
る
く

風
通
し
が
い
い
。
広
め
の
リ

ビ
ン
グ
か
ら
は
、
カ
ニ
ン
グ

ハ
ム
公
園
の
緑
が
望
め
、
四

季
折
々
の
木
々
の
変
化
が
楽

し
め
る
。
キ
ッ
チ
ン
、
バ
ス
ル
ー
ム
の
両
方
と
も
に
窓
が
あ

り
、
改
装
済
み
。
閑
静
な
通
り
に
あ
り
周
辺
に
あ
る
３
つ
の

高
速
へ
は
、
車
で
約
５
分
で
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
。
価
格
は

27
万
９
０
０
０
ド
ル
。
税
金
込
の
管
理
費
が
月
７
９
６
ド
ル
。

公
園
の
よ
う
な
敷
地
内
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
サ
イ
ズ
の
プ
ー

ル
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
新
築
の
住
民
専
用
の
ジ
ム
も
あ
り
、

ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
が
充
実
し
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
か
ら
は
約
１
５

マ
イ
ル
以
内
に
あ
り
な
が
ら
郊
外
型
の
生
活
を
満
喫
で
き
る
。

 　
問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・９
２
３
・４
３
２
６
、

Ｅ
メ
ー
ル　hakutsu@kw.com

　

阿
久
津
さ
ん

（
写
真
提
供
・
ケ
ラ
ー
・
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
不
動
産
）

　

商
品
購
買
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

旅
の
予
約
な
ど
、
情
報
収
集
の

際
に
検
索
エ
ン
ジ
ン
や
各
分
野

に
特
化
し
た
専
門
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
は
欠
か
せ
な
い
ツ
ー
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。
賃
貸
ア
パ
ー

ト
、
売
買
物
件
探
し
に
お
い
て

も
例
外
で
は
な
く
、
多
く
の
方

が
不
動
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ

へ
の
ご
赴
任
が
決
ま
り
、
期
待

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
不
動
産
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
賃
貸
物
件
探

し
を
す
る
の
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

サ
イ
ト
で
お
買
い
物
す
る
の
と

同
様
、
便
利
で
楽
し
い
こ
と
で

す
。
た
だ
賃
貸
物
件
探
し
は
普

段
の
お
買
い
物
、
レ
ス
ト
ラ
ン

で
の
食
事
と
は
違
い
、
い
っ
た

ん
賃
貸
契
約
を
交
わ
し
て
し
ま

う
と
返
品
、
お
好
み
レ
ス
ト
ラ

ン
の
リ
ス
ト
か
ら
外
す
と
い
う

こ
と
で
は
済
ま
さ
れ
ま
せ
ん
。

契
約
す
る
と
い
う
こ
と
は
１
年

以
上
そ
の
物
件
で
生
活
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
物
件
選
び

は
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
物
件
内
外
の
実
際
の
状

態
、
生
活
環
境
な
ど
を
ネ
ッ
ト

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
や
情

報
で
す
べ
て
把
握
す
る
の
は
難

し
い
で
す
。
不
動
産
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
多
く
は
物
件
オ
ー
ナ

ー
や
不
動
産
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か

ら
得
る
フ
ィ
ー
や
広
告
費
が
収

入
源
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
掲

載
物
件
の
優
先
順
序
も
そ
の
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
物
件
が
枯
渇
し
、
貸
し

手
市
場
の
現
在
、
人
気
エ
リ
ア

米
国
不
動
産
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と

住
宅
探
し
の
現
実

に
あ
る
物
件
の
家
主
は
ク
レ
ジ

ッ
ト
ヒ
ス
ト
リ
ー
や
社
会
保
障

番
号
が
無
い
外
国
人
や
早
期
解

約
条
項
の
付
帯
を
要
求
す
る
問

い
合
わ
せ
を
受
け
な
い
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ

づ
い
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
あ
と
で
が
っ
か
り
し
な
い

た
め
に
も
不
動
産
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
物
件
情
報
は
あ
く
ま
で
ご

参
考
ま
で
と
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

　Relo Redac 

は
38
年
に
わ

た
り
米
国
で
築
き
あ
げ
て
き
た

実
績
と
デ
ー
タ
、
経
験
豊
富
な

現
地
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
地
元

物
件
オ
ー
ナ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
も
と
に
、
日
本
か
ら
の

ご
赴
任
者
の
安
全
第
一
、
嗜
好

に
合
わ
せ
た
住
宅
斡
旋
を
し
て

い
ま
す
。
米
国
で
の
不
動
産
賃

貸
、
売
買
の
際
は
是
非
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
リ
ロ
・
リ
ダ
ッ
ク　

ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
オ
フ
ィ
ス
）

ん
。
ま
た
問
い
合
わ
せ
て
み
る

と
す
で
に
契
約
済
み
の
こ
と
も

多
い
の
が
実
情
で
す
。
不
動
産

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
は
掲
載
情
報

の
精
度
に
つ
い
て
保
証
し
て
お

ら
ず
、
掲
載
さ
れ
た
デ
ー
タ
や

写
真
は
オ
ー
ナ
ー
の
主
観
に
基

　
日
本
ク
ラ
ブ
は
25
日
︵
土
︶

午
後
１
時
か
ら
４
時
30
分
ま

で
﹁
親
子
で
楽
し
む
フ
ァ
ミ

リ
ー
イ
ベ
ン
ト
﹂
を
開
催
す

る
。 

パ
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ー
や
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
世
界
を
一
緒

に
楽
し
ん
だ
り
獅
子
舞
の
演
舞

と
手
拍
子
で
盆
踊
り
の
ミ
ニ
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
。
ブ
ー
ス

は
巻
き
寿
司
の
実
演
や
飴
細
工

な
ど
。
参
加
費
は
会
員
大
人
25

ド
ル
、
子
供
15
ド
ル
、
ゲ
ス

ト
・
一
般
は
大
人
30
ド
ル
、
子

供
20
ド
ル
。
子
供
は
13
歳
以
下

無
料
。
問
い
合
わ
せ
はinfo@

nipponclub.org

日
本
ク
ラ
ブ
で
25
日
開
催

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
イ
ベ
ン
ト

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:hakutsu@kw.com
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米
国
の
大
学
で
は
、
５
月
に

卒
業
式
が
行
わ
れ
る
事
が
多

く
、
私
が
Ｎ
Ｙ
で
大
学
院
に
在

籍
し
て
い
た
頃
も
や
は
り
そ
う

で
し
た
。
卒
業
式
前
に
何
度
も

事
務
局
か
ら
式
へ
の
出
欠
を
尋

ね
ら
れ
訝
し
げ
に
思
っ
て
い
た

所
、
な
ん
と
式
当
日
に
声
楽
学

科
の
ト
ッ
プ
は
私
だ
と
発
表
さ

れ
、
壇
上
で
ま
さ
か
の
表
彰
を

受
け
る
事
に
。
し
つ
こ
い
出
欠

確
認
の
理
由
を
や
っ
と
理
解
し

た
の
で
す
が
、
そ
ん
な
事
も
、

も
う
20
年
以
上
前
…
と
い
う
昔

の
自
慢
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん(

笑)

、
今
月
は
こ
こ
か
ら
始
め

さ
せ
て
下
さ
い
。
さ
て
、
思
い

が
け
ず
ト
ッ
プ
を
頂
い
た
私
は

意
気
揚
々
と
、
さ
ぁ
次
は
世
界

の
壁
に
挑
戦
だ
、
案
外
た
や
す

く
超
え
ら
れ
る
か
も
！
？
と
、

一
流
歌
劇
場
に
立
つ
夢
を
見
な

が
ら
、
色
々
な
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ

ン
を
片
っ
端
か
ら
受
け
始
め
ま

し
た
。
が
、
こ
れ
が
見
事
に
通

ら
ず
、
何
一
つ
役
を
貰
え
な
い

ど
こ
ろ
か
、
私
が
精
魂
込
め
て

準
備
し
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で

も
、
全
く
無
関
心
な
扱
い
を
し

ば
し
ば
受
け
、
傷
つ
く
事
も
し

ょ
っ
ち
ゅ
う
で
し
た
。
完
璧
に

な
れ
ば
通
る
だ
ろ
う
と
、
さ
ら

に
歌
や
演
技
、
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン

(

舞
台
発
音)

、
語
学
レ
ッ
ス

ン
等
に
励
み
、
受
け
続
け
ま
し

た
が
、
そ
れ
で
も
全
く
成
功
せ

ず
、
セ
ン
ミ
ツ(

千
個
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
て
も
３
個
し

か
通
ら
な
い)

、
臥
薪
嘗
胆(

が
し
ん
し
ょ
う
た
ん)

な
ど
の

言
葉
を
覚
え
た
の
も
こ
の
頃
で

し
た
。
あ
る
時
、
い
つ
も
以
上

に
良
く
歌
え
、
審
査
員
達
も
立

ち
上
が
り
拍
手
を
し
て
、
今
回

の
ベ
ス
ト
は
君
だ
と
ま
で
言
わ

れ
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
結

局
役
が
も
ら
え
な
か
っ
た
事
が

あ
り
、
流
石
に
こ
の
時
ば
か
り

は
大
号
泣
し
て
、
も
う
オ
ペ
ラ

を
辞
め
よ
う
と
街
を
彷
徨
っ
た

事
が
あ
り
ま
し
た
。
歌
の
上
手

さ
だ
け
で
は
決
ま
ら
な
い
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
の
複
雑
さ
は
、
時

を
経
た
今
、
私
自
身
が
審
査
を

す
る
側
に
経
っ
て
分
っ
た
事
で

す
が
、
当
時
は
、
悔
し
さ
と
悲

し
さ
と
、
納
得
で
き
な
い
思
い

で
一
杯
で
し
た
。
し
か
し
そ
ん

な
中
、
私
を
救
っ
て
く
れ
た
の

は
、
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
存
在

で
し
た
。

　

芸
術
に
点
数
を
つ
け
る
の
は

お
か
し
い
…
等
の
意
見
も
あ
る

中
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
違
い

人
種
、
容
姿
、
劇
場
の
政
治
的

な
理
由
、
な
ど
は
ほ
ぼ
関
係
な

く
、
純
粋
に
歌
の
質
だ
け
で
勝

負
で
き
る
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

は
ず
っ
と
公
正
に
感
じ
、
べ
ら

ぼ
う
に
上
手
で
も
、
や
は
り
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
入
ら
ず
苦
し

ん
で
い
た
ア
ジ
ア
の
友
人
歌
手

達
が
上
位
の
賞
を
取
っ
て
い
た

事
実
は
、
励
み
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
入
賞
が
き
っ
か
け

で
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
は

取
れ
な
か
っ
た
オ
ペ
ラ
や
コ

ン
サ
ー
ト
の
仕
事
に
繋
が
る

事
も
あ
り
、
点
数
で
競
わ
さ

れ
る
事
は
、
確
か
に
気
持
ち

良
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
と
は

ま
た
別
の
チ
ャ
ン
ス
と
思
う

よ
う
に
な
っ
て
行
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
人
と
競
う
と
書
き

ま
し
た
が
、
厳
密
に
は
実
は

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

切
な
の
は
、
自
分
が
ベ
ス
ト

を
尽
く
せ
る
の
か
、
の
闘
い

で
す
。
膨
大
な
量
の
有
効
な

努
力
こ
そ
が
ベ
ス
ト
の
演
奏

を
生
み
ま
す
が
、
そ
れ
が
出

来
た
時
、
演
奏
家
は
結
果
に

拘
ら
な
く
な
り
、
決
し
て
人

と
の
競
争
で
は
な
い
の
だ
と

い
う
事
を
真
に
理
解
し
ま
す
。

(

た
だ
大
抵
そ
う
い
う
場
合
、

良
い
結
果
が
つ
い
て
来
ま
す

が)

今
月
末
に
も
、
私
が
関

わ
る
大
阪
国
際
音
楽
コ
ン
ク

ー
ル
の
入
賞
者
コ
ン
サ
ー
ト

が
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
で
行
わ
れ

ま
す
。
自
身
と
の
闘
い
に
勝

っ
た
若
者
達
が
、
次
は
世
界

の
檜
舞
台
に
て
ベ
ス
ト
の
演

奏
が
出
来
る
よ
う
私
も
祈
っ

て
い
ま
す
。

田
村
麻
子
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

タ
イ
ム
ズ
か
ら
も
「
輝
く
ソ

プ
ラ
ノ
」
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
る
声
楽
家
。
Ｎ
Ｙ
を

拠
点
に
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、
ロ

イ
ヤ
ル
ア
ル
バ
ー
ト
ホ
ー
ル

な
ど
世
界
一
流
の
オ
ペ
ラ
舞

台
で
主
役
を
歌
う
。
Ｗ
杯
決

勝
戦
前
夜
コ
ン
サ
ー
ト
に
て

3
大
テ
ノ
ー
ル
と
共
演
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
試
合
前
に
国
歌
斉

唱
な
ど
活
躍
は
多
岐
に
渡
る
。

２
０
２
１
年
に
公
共
放
送
網

(

Ｐ
Ｂ
Ｓ)

に
て
全
米
放
映
デ

ビ
ュ
ー
。
東
京
藝
大
、
マ
ネ

ス
音
楽
院
卒
業
。
京
都
城
陽

大
使
。

膨大な量の
有効な努力こそ

5

　

ワ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
ア
ワ

ー
ド
Ｎ
Ｙ
大
会
実
行
委
員

会
（
代
表
・
Ｕ
Ｓ
Ａ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
長
久
保
美
奈
）

は
5
月
23
日
（
木
）
午
後

6
時
30
分
か
ら
午
後
9
時

ま
で
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア

ハ
ウ
ス
（
パ
ー
ク
街
58
番

地
）
で
美
と
平
和
の
祭
典

「ONE STORY AW
ARD 

2024 NY

」
を
開
催
す

る
（
本
紙
５
月
11
日
号
既

報
）
が
、
こ
の
ほ
ど
事
前

申
し
込
み
サ
イ
ト
が
公
開

さ
れ
た
。同
イ
ベ
ン
ト
は
、

第
一
部
が
学
生
の
ス
ピ
ー

チ
、
第
二
部
が
Ｎ
Ｙ
の
プ

ロ
の
モ
デ
ル
に
よ
る
ビ
ュ

ー
テ
ィ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で

セ
レ
ブ
な
豪
華
ゲ
ス
ト
審

査
員
と
共
に
観
客
も
投
票

で
き
る
。
オ
ペ
ラ
や
、
花

の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
見
所
。
イ
ベ
ン
ト
終
了

後
に
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
も
予

定
。
来
場
者
先
着
50
人
に

日
本
の
可
愛
い
小
物
を
景

品
と
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
が
、
以
下
の
サ
イ
ト
か

ら
来
場
を
事
前
予
約
す
れ

ば
景
品
が
確
実
に
も
ら
え

る
。
入
場
料
無
料
。（
25

ド
ル
以
上
の
寄
付
を
奨

励
）。
当
日
ウ
ォ
ー
ク
イ

ン
の
来
場
も
可
能
。

申込先 https://www.eventbrite.com/e/one-story-award-2024-ny-tickets-906011644217?aff =oddtdtcreator

美と平和のイベント
   ONE STORY AWARD 2024 NY 
　

   事前登録サイト公開

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://www.nykoshin.com
http://kiku-ny.com
https://able-nw.com/newyork/
https://www.flowcode.com/page/territerui?utm_term=bchdCIiSU#fid=bchdCIiSU&c=df3b8001-82cc-4905-8628-638479642c38-SSE:1670700937
tel:9176780297
https://www.eventbrite.com/e/one-story-award-2024-ny-tickets-906011644217?aff=oddtdtcreator
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
何
か
あ
っ

と
い
う
間
に
５
月
も
終
盤
に
向

か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
と
い
う

こ
と
は
、
も
う
す
ぐ
２
０
２
４

年
も
折
り
返
し
地
点
に
到
達
す

る
、
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね

（
汗
）。
い
や
い
や
、
本
当
に
勘

弁
し
て
欲
し
い
ぐ
ら
い
時
が
経

つ
の
は
早
い
！
昔
誰
か
さ
ん
が

言
っ
て
ま
し
た
よ
ね
。
全
て
の

人
に
等
し
く
与
え
ら
れ
て
い
る

の
が
時
間
で
、
失
っ
た
時
間
は

決
し
て
返
っ
て
こ
な
い
と
。
そ

ろ
そ
ろ
筆
者
も
「
い
い
歳
」
に

な
っ
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の

言
葉
の
意
味
を
し
っ
か
り
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ろ

そ
ろ
自
分
の
や
り
た
い
事
だ
け

で
余
生
を
満
喫
し
た
い
の
で
す

が
、
神
様
に
そ
の
お
許
し
が

中
々
い
た
だ
け
ま
せ
ん
（
笑
）。

あ
、
忘
れ
な
い
う
ち
に
。
先
月

も
メ
イ
プ
ル
シ
ロ
ッ
プ
の
配
達

ト
ラ
ブ
ル
の
話
を
し
ま
し
た

が
、
昨
今
の
気
候
変
動
で
暖
冬

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
収
穫
量

が
少
な
く
な
る
問
題
に
フ
ァ
ン

ク
ス
・
グ
ロ
ー
ブ
も
困
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
以
前
は
夏
頃
ま

で
は
在
庫
が
あ
っ
た
け
ど
、
早

め
の
注
文
が
要
で
す
っ
て
。
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
。
そ
れ
で

は
「
今
現
在
ル
ー
ト
66
で
は
実

際
に
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の

か
？
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
時

事
的
な
話
題
を
ご
紹
介
し
て
行

く
シ
ー
ズ
ン
⑤
、
今
月
も
早
速

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
月

は
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
の
話
題

に
注
力
し
ま
し
た
。

■
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ル
ー
ト

66
が
今
、
熱
い
！

　
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
」
と
い
う
雑
誌
は
皆

さ
ん
も
耳
に
し
た
こ
と
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、

毎
年
恒
例
の
「
ベ
ス
ト
・
オ

ブ
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」
特
集
の

一
環
と
し
て
、「
２
０
２
４
年

最
も
ク
ー
ル
な
旅
行
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
ベ
ス
ト
20
」
が
発
表

さ
れ
、「
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州

の
ル
ー
ト
66
」
が
そ
の
リ
ス
ト

に
入
り
ま
し
た
！
こ
の
リ
ス
ト

は
、
選
考
の
基
準
と
し
て 

「
私

た
ち
の
人
生
を
変
え
る
旅
の
力

と
、
互
い
の
つ
な
が
り
を
祝
う

も
の
」 

で
あ
る
と
書
い
て
い
ま

す
。
さ
あ
、
で
は
そ
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
誌

は
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ル
ー
ト

66
に
つ
い
て
一
体
何
と
言
っ
て

る
の
で
し
ょ
う
か
。「
約
１
世

紀
に
わ
た
り
、
ル
ー
ト
66
は
旅

人
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。
ニ

ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
を
通
る
マ
ザ

ー
・
ロ
ー
ド
の
旅
は
、
ト
ゥ
ク

ム
キ
ャ
リ
周
辺
の
風
変
わ
り
な

モ
ー
テ
ル
や
お
土
産
屋
や
ペ
ト

ロ
グ
リ
フ
国
定
公
園
の
象
徴
的

な
銅
版
画
な
ど
、
時
代
を
超
え

た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
出
会
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ナ
ッ
ト
・
キ

ン
グ
・
コ
ー
ル
の
１
９
４
６
年

の
ヒ
ッ
ト
曲
「
ル
ー
ト
66
」
の

歌
中
で
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な

場
所
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
で
は
、
ズ
ニ

族
、ラ
コ
タ
族
、デ
ィ
ネ
族
（
ナ

バ
ホ
族
）
の
ダ
ン
サ
ー
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ル
ー
ト
66
の
約
18
マ

イ
ル
は
ア
ル
バ
カ
ー
キ
を
縦
断

し
て
お
り
、
こ
の
ル
ー
ト
で
は

ア
メ
リ
カ
最
長
の
都
市
間
道
路

と
な
っ
て
い
て
、セ
ン
ト
ラ
ル
・

ア
ベ
ニ
ュ
ー
沿
い
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
の
修

復
は
一
層
進
み
、
50
万
ド
ル
の

輝
き
を
増
し
て
い
ま
す
。」
う

ー
ん
、
何
と
も
魅
力
的
な
説
明

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
因
み

に
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ル
ー
ト

66
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
７
位
。
他

に
選
ば
れ
て
い
る
も
の
は
「
パ

リ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン

を
走
る
」「
京
都
で
伝
統
的
な

音
楽
を
鑑
賞
す
る
」「
チ
リ
で

氷
河
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」「
西
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
サ
メ
と
ダ
イ

ビ
ン
グ
」
ど
う
で
し
ょ
う
？
こ

こ
に
選
出
さ
れ
る
の
は
か
な
り

の
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

（
笑
）

■
街
の
顔
、
新
ネ
オ
ン
サ
イ
ン

登
場
！

　

ル
ー
ト
66
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

と
し
て
、
ア
ル
バ
カ
ー
キ
市
は

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ

ン
グ
牧
師
通
り
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
大
通
り
の
交
差
点
近
く
に

新
し
い
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
を
設
置

し
ま
し
た
。
実
際
、
こ
の
交
差

点
は
ル
ー
ト
66
上
に
は
な
く
、

３
ブ
ロ
ッ
ク
ほ
ど
北
に
位
置
し

ま
す
が
、市
当
局
は
「
マ
ザ
ー
・

ロ
ー
ド
を
意
識
し
て
デ
ザ
イ
ン

し
ま
し
た
」
と
語
っ
た
そ
う
で

す
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
、
ア
ル
バ

カ
ー
キ
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
は
、

こ
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
を
評
し
て

「
夜
の
輝
き
は
と
て
も
美
し
く
、

ま
た
そ
れ
は
過
去
へ
の
オ
マ
ー

ジ
ュ
で
も
あ
り
ま
す
。
ダ
ウ
ン

タ
ウ
ン
に
来
れ
ば
、
素
晴
ら
し

い
新
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
よ
」と
書
い
て
い
ま
す
。

こ
の
新
し
い
サ
イ
ン
は
６
万
ド

ル
（
約
９
０
０
万
円
）
で
、
同

市
と
し
て
の
目
標
は
「
街
を
更

に
活
性
化
し
魅
力
度
ア
ピ
ー
ル

を
上
げ
る
こ
と
」だ
そ
う
で
す
。

ネ
オ
ン
の
配
色
は
、
レ
ト
ロ
な

ル
ー
ト
66
の
ネ
オ
ン
サ
イ
ン
に

見
ら
れ
る
要
素
を
反
映
し
た
青

と
赤
、
そ
し
て
ク
ラ
シ
ッ
ク
な

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
の
タ
ー
コ
イ

ズ
ブ
ル
ー
を
背
景
に
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
近
い
う
ち
に
見
に

行
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
！

■
Ｔ
Ｖ
シ
リ
ー
ズ
の
名
所
、
全

焼
　

こ
こ
で
一
つ
残
念
な
話
題

を
。
大
人
気
を
博
し
た
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
「
ブ
レ
イ
キ
ン
グ
・
バ

ッ
ド
」
で
使
用
さ
れ
た
ア
ル
バ

カ
ー
キ
の
ル
ー
ト
66
沿
い
に
あ

る
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
「
ウ
ォ

ッ
シ
ュ
・
タ
ブ
」
が
火
事
に
遭

遇
し
ま
し
た
。
こ
の
火
災
に
よ

る
負
傷
者
は
報
告
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
で
す
が
、
セ
ン
ト
ラ

ル
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
（
別
名
ル
ー

ト
66
）１
１
０
５
番
地
に
あ
る
、

こ
の
築
75
年
の
建
物
は
全
焼
と

の
こ
と
で
す
。
地
元
メ
デ
ィ

ア
、
ア
ル
バ
カ
ー
キ
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
紙
に
よ
る
と
、
こ
の
建
物

は
１
９
４
８
年
に
建
て
ら
れ
、

１
９
６
０
年
当
時
は
家
具
店
が

入
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
監
視

カ
メ
ラ
の
映
像
に
よ
る
と
、
火

災
の
発
端
は
、
建
物
近
く
に
あ

っ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
の
野
営
地
が

燃
え
、
そ
れ
が
広
が
り
制
御
不

能
に
な
っ
た
こ
と
だ
そ
う
で

す
。
フ
ァ
ン
に
よ
る
ド
ラ
マ
の

聖
地
を
訪
れ
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
、

即
ち
「
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
」
が
盛
ん
に
な
っ
た
今
、

非
常
に
残
念
な
一
件
で
す
。

■
創
立
90
周
年
の
ロ
ー
ド
・
オ

ア
シ
ス

　

サ
ン
タ
・
ロ
ー
ザ
と
ア
ル
バ

カ
ー
キ
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す

る
老
舗
の
「
コ
ン
ビ
ニ
」、
ク

ラ
イ
ン
ス
・
コ
ー
ナ
ー
ズ
は
、

今
年
で
創
業
90
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
こ
は
正
に
砂
漠
の
オ
ア

シ
ス
、
多
く
の
旅
行
者
が
行
き

交
う
交
易
所
で
す
。
創
業
者
で

あ
る
ロ
イ
・
Ｅ
・
ク
ラ
イ
ン
氏

は
１
９
３
４
年
、
ニ
ュ
ー
メ
キ

シ
コ
州
道
６
号
線
と
２
号
線
の

交
差
点
に
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
と
カ
フ
ェ
で
こ
の
仕
事
を

始
め
ま
し
た
。
当
時
は
上
記
２

つ
の
道
を
結
ぶ
未
舗
装
の
道
路

で
し
た
。
今
日
ま
で
ク
ラ
イ
ネ

ス
・
コ
ー
ナ
ー
ズ
が
繁
栄
を
続

け
て
い
る
の
は
、
Ｕ
Ｓ
２
８
５

（
サ
ン
タ
フ
ェ
行
き
の
高
速
道

路
）
と
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
40

号
線
が
交
差
す
る
場
所
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
う
、
交
通
量

で
す
が
、
更
に
は
近
辺
に
対
抗

馬
が
い
な
い
こ
と
も
繁
栄
の
原

因
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
「
コ
ン

ビ
ニ
」
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
お

土
産
屋
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、

簡
易
シ
ャ
ワ
ー
、
小
奇
麗
な
ト

イ
レ
と
、
旅
人
が
欲
す
る
全
て

が
あ
り
ま
す
。
筆
者
も
こ
の
前

を
通
る
際
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
停

ま
り
ま
す
。
下
手
す
る
と
時
間

を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
は
要
注

意
で
す
が
。

　

そ
し
て
お
約
束
？
の
！
毎
度

の
シ
ツ
コ
イ
告
知
で
〆
で
す
！

Ａ
Ａ
Ａ
主
催
の
「
ロ
ー
ド
フ
ェ

ス
ト
２
０
２
４
」
開
催
ま
で
あ

と
、
何
と
！
わ
ず
か
１
か
月
と

な
り
ま
し
た
。
筆
者
を
始
め
、

日
本
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

タ
ッ
フ
、
そ
し
て
す
で
に
こ
の

紙
面
で
も
ご
紹
介
し
た
愛
知
の

誇
る
チ
ン
ド
ン
ガ
ー
ル
ズ
、「
べ

ん
て
ん
屋
」
の
皆
さ
ん
も
参
戦

し
ま
す
。
是
非
タ
ル
サ
の
会
場

で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！
そ
れ

で
は
ま
た
来
月
お
目
に
か
か
り

ま
す
！

 

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
12
：
最
も
ク
ー
ル
な
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ

　
以
前
、
土
浦
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン

伯
号
展
示
館
を
紹
介
し
ま
し
た

が
、
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯
号
が
着

陸
し
た
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊
の

一
部
は
、
現
在
自
衛
隊
霞
ヶ
浦

駐
屯
地
と
な
っ
て
お
り
、
ツ
ェ

ッ
ペ
リ
ン
伯
号
の
係
留
石
と

係
留
環
が
１
９
７
７
年
に
建

て
ら
れ
た
「
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
伯

号
交
歓
記
念　
日
独
友
好
濫
觴

乃
地
碑
」
と
と
も
に
残
存
し
、

２
０
０
８
年
に
霞
ヶ
浦
駐
屯
地

広
報
セ
ン
タ
ー
前
に
移
設
さ
れ

ま
し
た
。
広
報
セ
ン
タ
ー
は
資

料
館
と
し
て
の
機
能
も
有
し
て

お
り
、
1
階
に
は
第
一
海
軍
航

空
廠
及
び
霞
ヶ
浦
海
軍
航
空
隊

模
型
が
、
2
階
に
は
ツ
ェ
ッ
ペ

リ
ン
伯
号
の
模
型
や
小
銃
・
機

関
銃
の
模
型
な
ど
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
1
階
に
は
日
本
海

軍
が
特
攻
（
特
殊
攻
撃
）
兵
器

と
し
て
開
発
し
た
特
殊
滑
空
機

「
桜
花
」
の
模
型
も
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
初
の
ロ
ケ
ッ

ト
機
で
、
第
一
海
軍
航
空
廠
で

開
発･
製
造
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
今
回
紹
介
し
た
い
の
は
、
2

階
に
あ
る
「
藤
田
信
雄
氏
コ
ー

ナ
ー
」で
す
。
藤
田
信
雄
氏
は
、

太
平
洋
戦
争
当
時
、
零
式
小
型

水
上
偵
察
機
の
ベ
テ
ラ
ン
パ
イ

ロ
ッ
ト
で
し
た
。
藤
田
氏
は
、

１
９
３
２
年
に
徴
兵
さ
れ
て
佐

世
保
海
兵
団
に
入
り
、
す
ぐ
に

霞
ヶ
浦
航
空
隊
の
第
20
期
操
縦

訓
練
生
に
合
格
、
翌
年
に
水
上

偵
察
隊
搭
乗
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
っ
た
１
９
４
１
年
に
潜
水

艦
伊
25
号
の
飛
行
長
と
な
り
ま

し
た
。

　
１
９
４
２
年
8
月
15
日
、
伊

25
号
は
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
に
向

け
、
横
須
賀
港
を
出
港
、
同
年

9
月
9
日
未
明
、
オ
レ
ゴ
ン
州

の
沖
25
海
里
の
と
こ
ろ
か
ら
、

水
上
偵
察
機
に
乗
っ
た
藤
田
氏

は
、
潜
水
艦
の
甲
板
か
ら
カ
タ

パ
ル
ト
射
出
で
飛
び
立
ち
ま

す
。
オ
レ
ゴ
ン
州
の
エ
ミ
リ
ー

山
に
爆
弾
2
発
を
投
下
、
炎
上

を
確
認
し
、
す
ぐ
さ
ま
帰
艦
し

ま
し
た
。
そ
し
て
同
月
25
日
に

も
再
び
空
襲
を
成
功
さ
せ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
太
平
洋
戦
争
で
、

た
だ
一
度
だ
け
行
わ
れ
た
ア
メ

リ
カ
本
土
へ
の
爆
撃
で
し
た
。

　
藤
田
氏
は
米
本
土
を
爆
撃
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
爆
撃
後
20

年
を
経
た
１
９
６
２
年
に
、
空

爆
地
域
だ
っ
た
オ
レ
ゴ
ン
州
ブ

ル
ッ
ク
キ
ン
グ
ス
市
か
ら
「
英

雄
的
功
績
」
を
称
え
ら
れ
、
市

の
主
催
す
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
招
待
さ
れ
、
歓
待
を
受
け
ま

し
た
。
藤
田
氏
が
、
万
一
の
場

合
に
自
決
し
よ
う
と
し
て
持
っ

て
き
て
い
た
先
祖
伝
来
の
日
本

刀
は
、
平
和
を
誓
う
し
る
し
と

し
て
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
市
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
藤

田
氏
は
爆
撃
地
点
に
植
樹
を
す

る
な
ど
、
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
市

を
３
度
訪
れ
て
お
り
、
そ
の

功
績
で
ブ
ル
ッ
キ
ン
グ
ス
市
の

名
誉
市
民
の
称
号
も
与
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
藤
田
氏
は

１
９
８
５
年
の
つ
く
ば
科
学
万

博
に
、
自
費
を
投
じ
て
ア
メ
リ

カ
の
女
子
高
校
生
3
人
と
そ
の

家
族
を
招
待
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
当
時
の
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
か
ら
藤
田
氏
に
、
ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
に
一
日
掲
げ
ら
れ

た
星
条
旗
と
サ
イ
ン
入
り
の
感

謝
状
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
広
報
セ
ン
タ
ー
に
は
、
そ
の

星
条
旗
や
、
爆
撃
時
の
焼
夷
弾

の
破
片
、
実
際
に
燃
や
し
た
木

片
等
が
当
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

と
も
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

倉
田
耕
一
『
ア
メ
リ
カ
本
土
を

爆
撃
し
た
男
』（
毎
日
ワ
ン
ズ　

新
書
版
２
０
１
８
）
と
い
う
本

も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

一
読
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

アメリカ本土を
爆撃した男
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（19）　　 ［文化・芸能］ 2024年（令和 6年）5月 18日（土）

 EVENT　
■ジャパンフェス＝ 5/19　10:00 ～ 18:00　
Parkslope (5th Ave, 9th-10th St, 459 5th Ave, 
Brooklyn）人気の日系ストリートフェア。今
回はブルックリンにて、おにぎり、唐揚げ、
イカ焼き、タコ焼き、抹茶クロワッサン、今
川焼き、シュークリーム、お好み焼き、餃子
などが出店する。
詳細は https://www.japanfes.com
■第 12 回日本クラブ「親子で楽しむファミ
リーイベント」＝ 5/25 13:00　日本クラブ
（145 W 57th St.）美和鼓グループの和太鼓や
獅子舞の演舞、手拍子花笠踊り、ヨーヨー釣
り、似顔絵アート、フェイスペインティン
グ、風船アート、飴細工の実演、折り紙アー
トなどが行われる。参加費は大人＄30、子ど
も（3～ 13 歳）＄20、会員は大人＄25、子ど
も＄15。2 歳以下は無料。申し込みは https://
form.jotform.com/Nippon_Club/family-event-
2024-registration-form から。
■食の祭典「ブルックリン・ナイトマーケッ
ト」＝ 5/27　16:00 ～ 22:00  Industry City（220 
36th Street, Brooklyn）世界各国のグルメが味
わえる 50 以上のベンダーが軒を連ね、ビルの
合間に夕陽が沈む美しい風景を楽しみながら、
DJ による音楽やダンスパフォーマンスなど、
毎回 6000 人以上が訪れる食の祭典。10 月ま
で毎月最終月曜に開催。入場無料。
詳 細 は https://www.maschospitalitygroup.
com/brooklynnightmarket
■ マンハッタンヘンジ＝5/28・5/29   年に2回、
5 月と 7 月に見られる、大通りの東西方向に
沿って太陽が沈む「マンハッタンヘンジ（マ
ンハッタン至点）」と呼ばれる現象。28 日は
20 時 13 分、29 日は 20 時 12 分、日没の 15
分ほど楽しめる。マンハッタンの大通り、14
丁目、34 丁目、42 丁目、57 丁目からハドソ
ン川の方を眺めると見やすい。また、国連本
部に近い 42 丁目の 1番街がベストロケーショ
ンと言われていて、大勢の写真愛好家たちが
集まる。

CLASS/SEMINAR
■日本の大学進学フェア＝ 5/21・22・23　ロ
サンゼルスで日本語情報誌を発行するライト
ハウスによる、オンラインの進学フェア。英
語での入試制度や海外生のための奨学金制度
などを解説する。参加予定大学は、青山学院
大学、国際基督教大学、上智大学、立教大学
ほか。参加費無料。
詳 細 は https://japan-universities.com/event/
collegefair_2024sp.html
■ JOES 海外学校説明会・相談会＝ 6/22  9:30・
15:00  慶応義塾ニューヨーク学院（3 College 
Rd, Purchase, NY）海外滞在中の子供たちとそ
の保護者を対象に帰国後の進学に関する学校
情報や相談の場を提供する。午前と午後の 2
部制。「全体説明会」は JOES の教育アドバイ
ザーによる講話とブース参加校のプレゼン、

第 2部は「個別相談会」。参加校は、慶應義塾
NY学院、工学院大学附属中学校・高等学校（東
京都）、佼成学園中学校・高等学校（東京都）
ほか。参加費無料だが要事前登録。
詳細は https://www.joes.or.jp

MUSIC
■矢野顕子トリオ・コンサート＝ 6/10  18:00、
20:30  Joe’s Pub（425 Lafayette St）NY 在住シ
ンガーソングライター／ピアニストの矢野顕
子さん率いるトリオのライブ。出演はウィル・
リー（ベース＆ボーカル）とクリス・パーカー
（ドラム）。矢野さんは1990に来米しNY在住。
以来、日本とNYを行き来しながら活動してい
る。入場料：＄40
詳細は https://publictheater.org
■八神純子ライブ＝ 6/30  17:30  Birdland（315 
W 44th St.）八神純子の初の単独ニューヨーク
公演。東日本大震災以降、ボランティア活動
を続けている八神が音楽の力が TERRA（地球）
を守る糧となるよう願いを込めて作った新曲
『TERRA』の海外初披露も予定。ピアニストの
宮本貴菜が友情出演する。入場料：テーブル
席＄35.46、バーカウンター＄24.91
詳 細 は https://www.birdlandjazz.com/tm-
event/junko-yagami-duo/　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ART
■「無功徳：ギッター・イエレン・コレクショ
ンの禅画」＝ 6/16 まで  Japan Society（333 E 
47th St）400 年以上にわたる禅画の概念をめ
ぐる展示会。ニューオリンズ在住のカート・
ギッターとアリス・イエレン・ギッター夫妻
の禅画コレクションで、水墨画や書画を通じ
て魅力あふれる仏教の教義を教化することに
貢献した画僧たちの作品を展示する。入場料：
一般＄12、学生・シニア＄10、JS 会員・16 歳
以下は無料。
詳細は https://japansociety.org
■「広重の名所江戸百景 feat. 村上隆」＝ 8/4
まで　ブルックリン美術館（200 Eastern Park-
way）江戸時代の浮世絵師、歌川広重の同美術
館所蔵作品 118 点を展示。「名所江戸百景」は
1856 年から 58 年にかけてかけて制作された
連作浮世絵名所絵。現代美術家の村上隆によ
る江戸百景に呼応した作品も展示し、広重の
風景が現在の東京にどのように変化していっ
たかを紹介する。入場料：一般＄20、学生・
シニア＄14、会員・4歳以下は無料。
詳細は https://www.brooklynmuseum.org/

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
日
本

人
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

NowHere

（
ナ
ウ
ヒ
ア
：
ウ

ー
ス
タ
ー
通
り
40
番
地
）
は
23

日
（
木
）
か
ら
６
月
30
日
（
日
）

ま
で
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
を
拠
点

に
活
動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
織

晴
美
さ
ん
の
２
回
目
と
な
る
展

覧
会
「I am Here

」
を
開
催

す
る
。
詩
人
、
ま
ど
・
み
ち
お

の
詩
「
ぼ
く
が
こ
こ
に
」
か
ら

イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
た

シ
リ
ー
ズ
は
、
工
事
現
場
な
ど

で
見
か
け
る
オ
レ
ン
ジ
色
の
メ

ッ
シ
ュ
を
用
い
制
作
さ
れ
、
何

気
な
い
日
常
に
あ
る
本
質
的
な

瞬
間
を
捉
え
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
23
日
（
木
）

午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
、
参

加
希
望
者
はhttps://www.

iamhere.eventbrite.com

か
ら
申
し
込
む
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

nowhere-nyc.com/

を
参
照
。 

な
に
げ
な
い
日
常
に
あ
る

本
質
的
な
瞬
間
捉
え
る
織晴美
ナウヒアで

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ヤ
マ
モ
ト
さ
ん
個
展

　

本
紙
で
連
載
のBrooklyn

の
ヤ
マ
モ
ト
さ
ん
の
作
者
、

レ
ミ
山
元
さ
ん
の
ミ
ニ
個

展
「Self Love Club

」

が

５
月
20
日
（
月
）
か
ら
６
月

４
日
（
火
）
ま
で
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
喫
茶
店
ア
ズ
・
ユ

ー
・
ラ
イ
ク
（
ハ
ン
ボ
ル
ト

通
り
４
２
８
番
地
、
電
話

３
４
７
・
５
９
９
・
１
１
１
９
）

で
開
催
さ
れ
る
。
山
元
さ
ん
は

「Self Love Club” 

ち
ょ
っ
と

生
き
る
の
が
大
変
な
人
に
向
け

た
展
示
会
で
す
。
色
々
不
安
は

あ
る
け
ど
頑
張
っ
て
生
き
て
る

人
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

な
ん
か
、
結
局
、Self Love

が
一
番
大
事
ら
し
い
よ
と
い
う

話
を
聞
い
て
、
そ
こ
か
ら
色
々

描
き
始
め
ま
し
た
」
と
作
品
を

説
明
す
る
。

西田翔冠の猫
プリンス・ストリート画廊で

　プリンス・ストリート・ギャラリー（西27 丁目547番地、
504号室、電話 646・230・0246）で ブルックリンを拠点に
創作活動する日本人画家、西田翔冠（YOOKAN WESTFIELD ）
の個展「Peaceful Day 」が開催された。作品はウェストフィー
ルドの窓の内と外の景色の中で変化する光と色彩に焦点を当て
た絵画作品。彼女のネコの仲間をフィーチャーするために移り
変わるが静謐な領域を創り出した。彼女の2匹の猫、オレンジ
とグレイの肖像画は、昼の光から夜の静寂へと移り変わる室内
空間の中でくつろいでいる。１８日（土）まで。

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905〜 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://www.samuraimama.com/
https://www.joes.or.jp
https://publictheater.org
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/EVENT%E3%80%80
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/EVENT%E3%80%80
https://www.birdlandjazz.com/tm-event/EVENT%E3%80%80
https://www.japanfes.com
https://form.jotform.com/Nippon_Club/family-event-2024-registration-form
https://form.jotform.com/Nippon_Club/family-event-2024-registration-form
https://form.jotform.com/Nippon_Club/family-event-2024-registration-form
https://www
https://www
https://www
https://www
https://japansociety.org
https://www.brooklynmuseum.org/
https://www.maschospitalitygroup.com/brooklynnightmarket
https://japan-universities.com/event/collegefair_2024sp.html
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山
口
市
が
日
本
文
化
Ｐ
Ｒ

Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
報
道
で
人
気
急
上
昇

　

今
年
１
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
紙
で
２
０
２
４

年
に
訪
れ
る
べ
き
52
都
市
に
選

ば
れ
た
山
口
市
も
フ
ロ
ー
ト
を

出
し
て
行
進
。
瑠
璃
光
寺
五
重

塔
や
山
口
七
夕
ち
ょ
う
ち
ん
祭

り
な
ど
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
フ

ロ
ー
ト
に
、
祇
園
囃
子
保
存
会

の
メ
ン
バ
ー
10
人
が
乗
り
込

み
、
太
鼓
、
笛
、
鉦
（
し
ょ

う
）
の
三
つ
の
楽
器
で
「
日
和

神
楽
」「
立
田
」「
月
」
の
3
曲

を
奏
で
た
。
伊
藤
和
貴
山
口
市

長
、
大
庭
達
敏
山
口
観
光
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
理
事
長
、
湯

田
温
泉
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
・
ゆ
う
子
も
乗
車
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
山
口
県
人
会
の
メ
ン

バ
ー
も
、
フ
ロ
ー
ト
に
合
わ
せ

て
歩
い
た
。
ま
た
、
ス
ト
リ
ー

ト
フ
ェ
ア
に
も
山
口
市
ブ
ー
ス

を
出
店
、
鉢
巻
を
求
め
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
で
長
い
行
列

が
で
き
た
。

　

伊
藤
山
口
市
長
は
「
日
本
の

自
治
体
が
単
独
で
ジ
ャ
パ
ン
パ

レ
ー
ド
に
参
加
す
る
の
は
初
め

て
と
聞
い
て
い
る
。
応
仁
の
乱

で
京
都
の
文
化
を
そ
の
ま
ま
移

し
た
の
が
山
口
と
い
う
歴
史
か

ら
日
本
文
化
の
伝
統
を
祭
り
と

い
う
形
で
紹
介
し
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
本
社
も
訪

問
し
て
、
観
光
専
門
の
編
集
者

た
ち
と
面
会
し
、
社
内
で
も
か

な
り
シ
ビ
ア
な
競
争
の
中
か
ら

52
の
都
市
を
選
ん
で
い
る
こ
と

を
聞
い
た
。
私
か
ら
は
、
こ
れ

か
ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
と
頼
む
の
と
同
時
に

日
本
の
地
方
都
市
、
中
小
都
市

へ
の
眼
差
し
を
持
ち
続
け
て
欲

し
い
と
気
持
ち
を
伝
え
た
。
Ｎ

Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
報
道
以
降
、

旅
行
関
係
者
に
話
を
聞
く
と
宿

泊
は
か
な
り
手
応
え
が
あ
り
、

従
来
の
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光

客
に
加
え
、
欧
米
豪
か
ら
の
観

光
客
が
増
え
て
い
る
と
聞
く
。

こ
れ
か
ら
も
和
の
テ
イ
ス
ト
を

し
っ
か
り
海
外
に
発
信
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
Ｕ
Ｓ
ジ
ャ
パ

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
２
０
２
４
年

Ｐ
Ｒ
の
一
環
と
し
て
ダ
ー
ス
ベ

イ
ダ
ー
や
レ
イ
ア
姫
な
ど
映
画

「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
を
乗
せ
た
フ
ロ
ー
ト

も
登
場
し
た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
は
日
米

交
流
、
Ｎ
Ｙ
へ
の
感
謝
、
日
系

社
会
の
連
帯
強
化
を
目
的
に
開

催
さ
れ
、
パ
レ
ー
ド
の
ほ
か
に

今
年
も
ジ
ャ
パ
ン
フ
ェ
ス
の
協

力
を
得
て
、
日
本
の
お
祭
り
屋

台
の
食
べ
物
な
ど
20
あ
ま
り
の

テ
ン
ト
が
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ア

と
し
て
72
丁
目
の
セ
ン
ト
ラ
ル

パ
ー
ク
ウ
エ
ス
ト
と
コ
ロ
ン
バ

ス
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
間
に
登
場
し

た
ほ
か
、
日
本
文
化
紹
介
の
書

道
や
折
り
紙
、
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ

と
の
記
念
写
真
撮
影
、
能
登
半

島
地
震
被
災
地
支
援
の
寄
付
募

金
活
動
を
す
る
テ
ン
ト
も
参
加

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
で
パ
レ

ー
ド
を
主
催
す
る
山
口
幸
一
ジ

ャ
パ
ン
デ
ー
イ
ン
ク
会
長
は

「
天
気
の
こ
と
が
ず
っ
と
心
配

で
な
ら
ず
、
私
は
昨
晩
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
メ
ソ
ッ
ド
を
使
っ
た
」

と
胸
か
ら
て
る
て
る
坊
主
を
出

す
と
会
場
に
大
き
な
笑
い
と
拍

手
が
起
こ
っ
た
。「
晴
天
に
も

恵
ま
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
皆

さ
ん
に
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち

を
お
見
せ
で
き
、
ま
た
日
本
の

文
化
・
食
事
を
ご
紹
介
出
来
て

本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
今
年

は
日
米
観
光
交
流
年
で
も
あ

り
、
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
の
み
な
ら

ず
山
口
市
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
従
来
以
上
に
日
本
の
ご
紹

介
が
で
き
た
事
を
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。
式

典
で
は
ア
ダ
ム
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
長
、
ホ
ウ
ク
ル
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
、
州
議
会
か

ら
感
謝
状
が
山
口
会
長
に
贈
ら

れ
た
。

　

開
会
式
で
は
今
年
の
パ
レ
ー

ド
の
メ
イ
ン
・
ア
ー
ト
・
イ
メ

ー
ジ
と
な
る
ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス

ト
で
優
勝
し
た
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

在
住
の
田
原
沙
織
さ
ん
に
全
日

空
か
ら
日
米
往
復
航
空
券
２
枚

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

森
大
使
は
「
沿
道
か
ら
『
シ

ョ
ー
グ
ン
！
』
と
多
く
声
を
か

け
ら
れ
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
ミ
ニ

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
米
国
で
放
映

さ
れ
た
『
将
軍
』
は
今
年
の
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
だ

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
衣
装
を

選
ん
だ
。
気
持
ち
が
引
き
締
ま

る
と
い
う
か
、
皆
の
先
頭
に
立

っ
て
い
る
と
い
う
意
識
が
生
ま

れ
る
元
気
の
出
る
衣
装
で
す

ね
。
今
年
は
、
従
来
の
日
本
好

き
の
人
だ
け
で
な
く
、
裾
野
が

広
が
っ
て
多
様
性
の
あ
る
パ
レ

ー
ド
に
な
っ
た
。
Ｎ
Ｙ
へ
の
感

謝
、
日
本
文
化
紹
介
、
ア
ジ

ア
、
太
平
洋
諸
国
と
日
本
が
一

体
と
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
の
中
で

生
活
し
て
い
る
と
い
う
連
帯
意

識
の
向
上
な
ど
、
日
本
人
、
日

系
人
の
皆
さ
ん
に
こ
れ
か
ら
も

応
援
の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

　

鬼
滅
の
刃
の
皆
さ
ん
は
「
鬼

滅
の
刃
は
も
ち
ろ
ん
日
本
で
人

気
の
作
品
で
す
が
、
今
回
の
パ

レ
ー
ド
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民

の
熱
気
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

老
若
男
女
問
わ
ず
幅
広
い
人
た

ち
が
楽
し
ん
で
い
る
と
思
い
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
の
人
気
の

理
由
は
、
作
品
の
中
に
、『
前

を
見
て
生
き
て
い
け
』
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
強
く
詰
ま
っ
て

い
る
の
で
『
諦
め
る
な
』
と
い

う
『
頑
張
っ
て
行
こ
う
』
と
い

う
気
持
ち
が
人
の
心
に
刺
さ
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
沿
道

か
ら
も
す
ご
い
応
援
の
声
が
聞

こ
え
て
盛
り
上
が
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
ア
ニ
メ
が
原
作

の
２
・
５
次
元
の
作
品
が
、
今

回
の
一
歩
が
大
き
な
一
歩
に
繋

が
り
、
い
つ
か
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
作
品
の
一
員
に
な
れ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
も
頑

張
っ
て
行
く
の
で
、
皆
さ
ん
応

援
し
て
く
だ
さ
い
。
日
本
に
帰

っ
て
き
た
時
は
ぜ
ひ
舞
台
を
見

に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話

し
た
。
大
会
事
務
局
は
、
土
曜

日
に
登
校
し
て
い
る
補
習
授
業

校
児
童
が
鬼
滅
の
刃
を
見
ら
れ

る
よ
う
出
発
時
刻
を
午
後
２
時

20
分
に
遅
ら
せ
て
い
た
。

てるてる坊主お手柄
五月晴れ好天に恵まれる

本
紙
取
材
班　

写
真
・
植
山
慎
太
郎
、
三
浦
良
一

てるてる坊主を手に挨拶するジャパンデーインクの山口会長




